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出
雲
の
弁
慶
誕
生
伝
説
と
山 

 

北 

川 

千 

晶   

は
じ
め
に 

源
義
経
の
家
臣
で
あ
る
武
蔵
坊
弁
慶
の
誕
生
伝
説
は
室
町
時
代
成

立
の
『
義
経
記
』（
小
学
館
）
巻
第
三
に
、 

源
九
郎
義
経
の
御
内
に
聞
こ
え
た
る
一
人
当
千
の
剛
の
者
あ
り
。

俗
称
を
尋
ぬ
れ
ば
、
天
児
屋
根
の
御
苗
裔
、
中
関
白
道
隆
の
後
胤
、

熊
野
の
別
当
弁
せ
う
が
嫡
子
、
西
塔
の
武
蔵
坊
弁
慶
と
ぞ
申
し
け

る
。…

さ
て
姫
君
は
別
当
に
従
ひ
て
、
年
月
経
る
程
に
、
別
当
は

六
十
一
、
女
房
は
十
九
と
申
す
に
、
た
だ
な
ら
ず
な
り
給
ひ
た
り

け
れ
ば
、
別
当
「
七
十
に
な
り
て
、
子
儲
け
ん
ず
る
こ
そ
嬉
し
け

れ
。
男
な
ら
ば
仏
法
の
種
を
継
が
せ
て
、
熊
野
を
も
譲
る
べ
し
」

と
て
、
産
所
な
ど
を
も
世
に
越
え
て
ぞ
拵
へ
け
る
。
か
く
て
月
日

を
待
つ
程
に
、
限
り
あ
る
月
に
は
生
ま
れ
ず
、
十
八
月
に
ぞ
生
れ

け
る
。
生
れ
落
ち
た
る
気
色

け

し

き

は
、
世
の
常
の
二
三
歳
ば
か
り
に
て
、

髪
は
肩
の
隠
る
る
程
に
生
ひ
て
、
奥
歯
も
向
歯
も
殊
に
大
き
に
、

一
口
生
ひ
て
ぞ
生
れ
た
る
。…

 

と
あ
る
（

1
）

。
弁
慶
は
、
熊
野
三
山
を
纏
め
る
別
当
弁
せ
う
の
嫡
子
と

あ
る
。
父
の
弁
せ
う
は
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
同
じ
く
『
室
町
物
語
集
』

下
（
岩
波
書
店
）
所
収
の
「
弁
慶
物
語
」
に
は
、 

そ
も
そ
も
、
こ
の
武
蔵
坊
と
申
は
熊
野
の
別
当
弁
心
が
子
な
り
。

此
弁
心
、
い
か
な
る
前
世
の
宿
執

し
ゅ
く
し
う

や
ら
ん
、
五
十
の
陰
に
入 い

る
ま

で
、
男 な

ん

子
に
て
も
女 に

ょ

子
に
て
も
、
子
と
い
ふ
も
の
一
人
も
な
し
。

女
房
も
こ
れ
を
嘆
き
、
あ
る
と
き
二
人
な
が
ら
、
若
一
王
子
に
七

日
参
籠
申
給
ひ
て
、
申
子
を
し
給
ふ
。
七
日
の
満
じ
け
る
夜
の
夢

に
、
鳶 と

び

の
羽 は

を
賜
る
と
御
覧
じ
て
よ
り
後
、
懐
妊
し
給
ふ
。
常
の

人
は
九
月
十
月
を
限
り
と
す
る
に
、
こ
の
人
は
十
月
廿 マ

月 ゝ

過
ぎ
、

三
年
に
て
ぞ
生
れ
け
る
。
姿
を
見
れ
ば
、
世
に
越
え
て
恐
ろ
し
く
、
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常
の
人
の
三
歳
ば
か
り
に
ぞ
あ
り
け
る
。
髪
は
首
ま
で
生
ひ
下
が

り
、
目
は
猫
の
目
に
異
な
ら
ず
。
歯
は
生
ひ
そ
ろ
ひ
、
足
手
の
筋

さ
し
表
れ
、
伏
し
た
り
け
る
が
起
き
上
が
り
、
東
西
を
き
つ
と
見

て
、
「
あ
ら
明
か
や
」
と
言
ひ
て
、
か
ら
か
ら
と
ぞ
笑
ひ
け
る
。 

と
あ
る
（

2
）

。「
弁
慶
物
語
」
に
は
熊
野
別
当
弁
心
の
息
子
と
あ
る
。
弁

心
も
弁
せ
う
と
同
じ
く
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
弁
慶
が
生
ま
れ
た
時
の

見
た
目
は
二
～
三
歳
の
子
供
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
既
に
髪
や
歯
が
生
え

揃
っ
て
い
た
。
『
義
経
記
』
や
「
弁
慶
物
語
」
は
、
共
に
弁
慶
と
熊
野

を
結
び
付
け
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
幸
若
舞
（
室
町
時
代
成
立
）
の
台
本
を
収
め
た
『
舞
の

本
』
所
収
の
「
四
国
落
」
に
は
、 

只
今
、
こ
ゝ
も
と
に
進
み
出
で
た
る
兵
を
ば
、
い
か
な
る
者
と
思

ふ
ら
ん
。
小
野
篁
右
大
臣
が
末
孫
、
田
辺
の
別
当
湛
増
が
嫡
子
、

生
る
ゝ
所
は
出
雲
の
国
枕
木
の
里
、
育
つ
所
は
三
条
京
極
、
学
問

す
る
は
天
台
山
、
悪
魔
降
伏
の
貴
僧
と
生
れ
、
そ
れ
風
は
竜
王
の

出
し
給
へ
る
息
と
し
て
、
時
の
不
思
議
を
な
し
給
ふ
に
、
退
き
給

へ 

と
あ
る
（

3
）

。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
弁
慶
の
由
来
が
『
義
経
記
』
・

「
弁
慶
物
語
」
と
「
四
国
落
」
で
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
弁
慶
は
熊
野

で
は
な
く
出
雲
国
枕
木
の
里
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。 

「
四
国
落
」
に
よ
る
と
、
弁
慶
は
小
野
篁
の
末
孫
で
田
辺
別
当
湛
増

の
嫡
子
と
あ
る
。
こ
の
小
野
篁
（
八
〇
二

延
暦

二
一

～
八
五
二

仁
寿

二

）
と
田
辺
別

当
湛
増
（
一
一
三
〇

大
治

五

～
一
一
九
八

建
久

九

）
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
父

の
湛
増
は
紀
伊
の
熊
野
三
山
の
う
ち
本
宮
別
当
で
あ
る
。
現
在
の
田
辺

市
に
あ
る
闘
鶏
神
社
を
拠
点
に
し
て
い
た
の
で
田
辺
別
当
と
な
っ
て

い
る
（

4
）

。 

弁
慶
誕
生
伝
説
は
紀
伊
国
の
熊
野
地
方
と
出
雲
国
両
方
に
あ
る
。
出

雲
も
紀
伊
と
同
じ
く
多
く
の
弁
慶
伝
説
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
数
多

く
あ
る
出
雲
の
弁
慶
伝
説
の
う
ち
、
特
に
弁
慶
誕
生
伝
説
を
中
心
に
考

察
し
て
い
き
た
い
。 

 一
、
弁
慶
伝
説
の
資
料 

イ
．
出
雲
の
弁
慶
伝
説
と
枕
木
山 

ま
ず
、
出
雲
地
方
の
弁
慶
伝
説
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
（
表
参
照
）。

表
を
見
る
と
弁
慶
伝
説
の
多
く
は
、
枕
木
山
華
蔵
寺
（
①
②
③
）
・
長

海
町
（
④
⑤
⑥
⑦
）
・
野
原
町
（
⑧
⑨
⑩
）
・
本
庄
町
（
⑪
⑫
）
・
新
庄

町
（
⑬
）
に
散
見
で
き
る
。
ま
た
、
鰐
淵
寺
に
も
弁
慶
伝
説
が
あ
る
（
⑯

⑰
⑱
⑲
⑳
）。 
特
に
誕
生
伝
説
は
枕
木
山
の
麓
に
あ
る
長
海
に
あ
る
。 
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長
海
町
の
「
弁
慶
産
湯
の
井
戸
」「
弁
慶
森
（
水
神
）」
野
原
町
の
「
弁

慶
島
」
本
庄
町
の
「
弁
慶
の
立
て
石
」
新
庄
町
の
「
刀
匠
定
恒
」
は
『
雲

陽
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（

5
）

。
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
既

に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
「
四
国
落
」
に
よ
る
と
弁
慶
は
出
雲
国

枕
木
の
里
で
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
枕
木
山
は
島
根
県
松
江
市
に
あ
り
北

山
山
系
の
一
部
で
あ
る
。
山
中
に
は
華
蔵
寺
が
あ
る
。
ま
ず
枕
木
山
と

は
ど
の
よ
う
な
所
で
あ
ろ
う
か
、
縁
起
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

枕
木
山
に
つ
い
て
「
大
山
寺
縁
起
」
巻
上
（
洞
明
院
本
、
年
代
・
著

者
不
明
）
に
は
、 

 

い
つ
ほ
ど
の
事
や
ら
ん
、
西
海
の
波
に
う
か
べ
る
山
有
り
。
縁
起

の
文
に
は
漢
域
の
東
岸
、
碎
震
而

く
づ
れ
ふ
る
つ
て

任
せ

レ

風
来
り

流
る

と
あ
る
と
か

や
。
彼
の
山
の
事
な
り
。
地
蔵
権
現
、
山
王
に
勅
し
て
此
の
山
を

つ
な
ぎ
と
ど
む
べ
き
由
あ
り
け
れ
ば
、
山
王
御
弓
の
は
ず
に
て
か

き
よ
せ
給
ひ
け
り
。
弓
の
影
湖
水
に
う
つ
り
て
、
化
し
て
お
の
づ

か
ら
は
る
か
な
る
洲
と
成
り
て
、
浪
に
う
か
べ
る
彼
の
山
を
留
め

給
ひ
ぬ
。
今
弓
山
の
浜
と
申
す
は
、
彼
の
山
を
つ
な
ぎ
留
め
た
る

州
浜
な
り
。
件
の
山
長
く
遠
き
間
、
出
雲
八
重
垣
猶
ほ
漾

た
だ
よ

ひ
け
る

を
、

人
皇
第

六

代

孝
安
天
王
三
十
二
年
庚
申
の
歳
、
八
雲
の
太
神
あ
ま
く
だ

り
給
ひ
て
、
土
を
つ
か
ね
杵
を
く
だ
し
て
、
此
の
地
に
彼
の
山
を

つ
き
し
と
ね
給
ひ
け
れ
ば
、
や
が
て
此
の
土
に
基
し
て
げ
り
。
そ

れ
よ
り
彼
の
太
神
を
杵
築
大
明
神
と
ぞ
申
し
け
る
。
件
の
山
を
浮

浪
山
と
申
す
は
此
の
故
な
り
。
西
に
鰐
淵
寺
、
金
剛
蔵
王
の
霊
地

な
り
。
東
に
枕
木
山
、
医
王
善
逝
の
霊
場
あ
り
。
即
ち
胎
金
両
部

の
峰
に
て
、
霊
験
今
に
新
た
な
り
。 

と
あ
る
（

6
）

。
西
の
鰐
淵
寺
は
金
剛
蔵
王
の
霊
地
、
東
の
枕
木
山
は
医

王
善
逝
の
霊
地
（
薬
師
如
来
）
と
あ
る
。
枕
木
山
は
鰐
淵
寺
と
並
び
称

さ
れ
る
霊
場
で
あ
っ
た
。 

次
に
、
枕
木
山
の
歴
史
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
万
治
三
年
（
一

六
六
一
）
佐
々
木
道
慶
が
記
し
た
「
枕
木
山
縁
起
書
」
を
元
に
し
た
い

（

7
）

。 出
雲
国
島
根
郡
ニ

有
二

枕
木
山
一

、
其
ノ

為
ル 

レ

境
也
、
松
江
ハ

在
二

目
下
ニ

一

、
大
海
ハ

在
二

東
北
一

、
而
テ

南
ハ

望
二

焼
島
、
安
木
、
意
宇

東
崎
之
人
烟
ヲ 

一

、
北
ハ

見
三

隠
岐
国
ヲ

於
二

大
海
中
ニ

一

、
東
方
ノ

海

水
達
二

三
保
関
ニ

一

、
西
方
ノ

松
江
城
ハ

動
二

揺
シ

波
底
一

、
弓
浜
之
湾

勢
、
大
山
之
奇
秀
、
実
ニ

是
ノ

山
之
絶
景
也…

。 
抑

そ
も
そ
も

当
山
ノ

草
創
者 は

、
智
元
上
人
也
、
初
メ

号
二

美
田

ミ

タ

ノ

源
太
ト

一

、
出

レ

自
二

王
氏
一

不
レ

遠
、
曽 か

つ

テ

有
レ

故
而
、
放-

二

逐
セ
ラ
レ

於
隠
岐
国
ニ

一

、
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遂
ニ

流
二

落
チ
ル

諸
国
一

、
赴
二

中
華
ニ

一

、
而
段 マ

朝 ゝ

将
レ

行
ン
ト

二

北
国
一

、

舟
中
俄
ニ

逢
二

風
伯
虐
怒
一

、
黒
雲
蔽

お
お
う

レ

空
ヲ

四
望
漫
々
、
無
レ

所
レ

見
、
唯
雲
端
有
レ

如
二

山
形
ノ

一

、
源
太
深
ク

祈
リ

謂
ラ
ク

、
若
此
山
ニ

有
ラ
バ

二

仏
神
一

、
則
チ

此
舟
可
レ

著
二

山
下
一

、
若
シ

然
ラ
バ

則
必
ズ

発
シ

二

法
心
ヲ

一

、
可
レ

奉
二

香
火
ヲ

一

、
仏
心
有
ラ
バ

レ

応
、
則
必
可
シ

二

出
シ

テ
レ

火
為
一
レ

験
ト

、
俄-

頃
シ
テ

加
佐
浦
ニ

火
見
ハ
ル

、
加
佐
浦
者
、
両

方
出
張
之
洲
也
、
源
太
弥 い

よ

々
黙
祷
、
是
レ

必
ヅ

仏
神
ノ

所
為
ナ
ラ
ン

、

…

山
上
有
レ

池
、
今
ノ

薬
師
尊
之
所
レ

座
也
、
源
太
以
テ

為
二-

奇
異
ト

一

、
佇

た
た
づ

ミ-

立
テ

徘
徊
ス

、
一
女
忽

た
ち
ま

チ

来
ル

矣
、
源
太
問
テ

云
ク

、
此
山
ニ

有
二

仏
神
一

乎
、
有
二

居-

人
一

乎
、
女
子
答
テ

曰
ク

此
山
ハ

自
二

往
古
一

無
二

人
来
一

、
今
爾 ぢ

信
心
深
キ

故
ニ

、
欲
レ

労
レ

以
レ

事
ヲ

、
是
ヲ

以
テ

出

現
矣
。
次
ニ

一
男
来
ル

矣
、
源
太
問
フ
コ
ト

如
レ

初
ノ

、
二
人
同
ク

答
テ

曰
、
我
輩
是
此
山-

神
也
、
男
住
二

此
池
一

、
女
住
二

別
池
一

、
渓 た

に

ニ

有
二

薬
師
尊
一

、
我
居
二

薬
師
尊
之
上
一

、
故
遂
ニ

無
レ

至
二

仏-
化
一

、

使
三

爾
な
ん
ぢ

ヲ
シ
テ

薬
師
尊
ヲ

奉
二

山
上
一

、
因

ち
な
み

テ

問
云
、
爾

な
ん
ぢ

何
故
至
レ

此
乎
、

源
太
語
曰
、
其
故
如
レ

前
、
源
太
謂
テ

二

二
人
一

曰
ク

、
爾
等
先
導
シ

可
レ

拝
二

薬
師
尊
一

、
二
人
曰
、
薬
師
座
ス

二

弥
勒
岩
ニ

一

、
弥
勒
仏
、

登
二

天
井
一

去
、
薬
師
於
レ

今
在
焉
、
欲
セ
ハ

レ

奉
二

請
セ
ン
ト

薬
師
一

、

此
池
刹
那
中
可
レ

為
二

平
地
一

、
二
人
導
二

源
太
一

行
、
二
人
曰
、
一

白
鳥
可
二

飛
去
一

、
従
レ

是
可
レ

行
、
遂
至
二

岩
下
一

、
岩
中
有
二

三
尊

一

、
其
中
則
薬
師
、
其
左
日
天
、
其
右
月
天
也
。
奉
二

此
三
尊
一

、

与
二

二
人
一

同
行
至
二

池
辺
一

、
俄
頃
大
風
雨
、
雷
電
、
山
峰
崩
落
、

池
上
成
二

平
地
一

、
二
人
曰
、
此
池
号
二

大
王
池
一

、
山
後
有
二

竜
王

池
一

、
大
王
池
今
成
二

平
地
一

、
龍
王
池
長
伝
二

後
世
一

、
為
二

我
輩

二
人
之
印
一

、
雖
二

大
旱
魃
一

而

雩
あ
ま
ご
い

祭
則
可
レ

無
レ

不
レ

応
、
是
乃
我

輩
之
霊
異
也
、
言
終
而
、
二
人
飛
去
、
其
所
レ

去
之
跡
、
於
レ

今
有

レ

之
、
蛇
島
是
也
。…

 

源
太
為
レ

児
時
、
弄
二

一
枕
一

、
至
レ

老
不
レ

離
レ

身
、
至
レ

是
出
レ

枕

安
二

置
薬
師
一

、
後
枕
化
而
レ

膝
矣
。
因 よ

り

レ

是
号
二

枕
木
山
一

也
。 

源
太
至
二

叡
山
一

、
語
二

伝
教
一

、
以
二

前
ノ

由
一

、
且
請
レ

発
二

法
心
一

、

伝
教
感
二

其
志
深
一

、
以
二

一
山
之
開
基
一

、
授
二

智
元
上
人
之
号
一

、

於
レ

是
勧-

二

進
諸
国
一

建
立
二

大
伽
藍
一

、 

枕
木
山
の
草
創
は
智
元
上
人
と
あ
る
。
智
元
上
人
は
も
と
も
と
美
田

源
太
と
称
し
た
。
唐
か
ら
の
帰
国
時
、
北
国
に
行
こ
う
と
し
た
時
に
船

が
嵐
に
遭
遇
し
山
の
形
が
見
え
た
。
こ
の
山
が
後
に
枕
木
山
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
源
太
は
、
比
叡
山
へ
行
っ
て
伝
教
大
師
に
枕
木
山

で
の
出
来
事
を
伝
え
た
。
そ
し
て
智
元
上
人
の
号
を
授
か
っ
た
。
諸
国

を
勧
進
し
、
大
伽
藍
を
建
立
し
た
。 
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さ
ら
に
「
枕
木
山
縁
起
書
」
の
続
き
を
読
ん
で
い
き
た
い
。 

四
百
余
年
前
、
霊
堂
将
二

頽
破

た

い

は

一

、
及
二

此
時
一

、
天
子
有
レ

病
、
類

癩
医
薬
祈
祷
無
二

寸
効
一

、
薬
師
化
二

客
僧
一

、
詣
二

禁
裏
一

、
謂
テ

云

ク

、
天
子
病
、
医
祷
可
レ

無
カ
ラ
シ
ム

レ

験
、
若
取
二

出
雲
国
島
根
郡
枕

木
山
杉
井
之
水
一

、
煎
二

薬
剤
一

、
沐
浴
、
則
玉
体
可
レ

無
レ

恙
つ
つ
が

。
公

卿
奏
二

聞
之
一

詔
み
こ
と
の
り

シ
テ

使
レ

問
ハ
シ
ム

レ

僧
、
而
無
レ

知
レ

所
レ

行
、
勅
使

至
二

出
雲
国
○
保
村
一

問
レ

之
、
無
二

知
者
一

。
遂
ニ

上
二

枕
木
山
一

尋
レ

之
、
七
囲
余
杉
木
之
残
根
、
有
二

清
水
出
一

焉
。
今
薬
師
堂
之
側
有

二

此
水
一

勅
使
酌
二

此
水
一

、
帰
テ

如
二

僧
言
一

、
天
子
之
病
遂
ニ

平
復
ス

、

自
レ

是
天
子
元
日
ノ

盥
浴

か

ん

よ

く

水
用
レ

之
、
天
子
於
レ

是
建-

立
二

霊
堂
一

、

毎
年
枕
木
山
侶
、
献-

二

上
此
水
一

、
然
後
、
仏 ぶ

ん

道
寺
・
澄
水
寺
又

上
レ

之
、
天
子
勅
シ
テ

曰
、
只
以
二

早‐

来
一

可
レ

為
二

褒
賞
一

。
枕
木

山
ノ

衆
曰
、
此
水
ハ

元
来
我
山
之
所
有
也
、
可
二
レ

無
カ
ラ
シ
ム

他
酌
一

、

両
所
衆
曰
、
天
子
以
二

早
来
一

為
レ

賞
、
然
則
曷

な
ん
ぞ

無
カ
ラ
シ
ム

レ

酌
乎
、

於
レ

是
及
二

闘
争
一

、
自
二

十
二
月
晦
一

、
至
二

正
月
三
日
一

、
仏
道
寺
、

澄
水
寺
、
同
ク

与
二

枕
木
一

相
敵
、
死
傷
甚
多
、
天
子
以
為
三

天
台
宗

好
二

闘
争
一

、
自
今
以
往

（
後
カ
）

、
可
レ

為
二

禅
宗
一

、 

か
つ
て
、
枕
木
山
に
は
僧
坊
が
千
宇
余
り
あ
っ
た
。
四
百
余
年
前
（
一

二
〇
〇
年
代
）
に
な
る
と
霊
堂
が
大
破
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

天
皇
が
病
に
か
か
り
勅
使
が
枕
木
山
の
薬
師
堂
近
く
に
あ
る
清
水

を
汲
み
に
行
っ
た
。
天
皇
の
病
は
治
り
、
以
後
盥
浴
に
用
い
た
。
毎
年
、

枕
木
山
の
僧
は
清
水
を
天
皇
に
献
上
し
た
。
後
に
仏
道
寺
や
澄
水
寺
の

僧
も
清
水
を
求
め
て
枕
木
山
に
登
っ
た
。
天
皇
は
「
早
く
献
上
し
た
者

に
褒
賞
を
や
る
」
と
言
っ
た
。
そ
の
結
果
、
枕
木
山
・
仏
道
寺
・
澄
水

寺
の
対
立
抗
争
と
な
り
多
数
の
死
者
が
出
た
。
以
後
、
枕
木
山
は
禅
宗

に
改
宗
し
た
と
い
う
（

8
）

。 

次
に
枕
木
山
と
弁
慶
に
つ
い
て
記
す
の
が
、
「
中
書
家
久
公
御
上
京

日
記
」
で
あ
る
。
（
島
津
）
家
久
は
京
都
か
ら
薩
摩
へ
の
帰
路
、
日
本

海
か
ら
九
州
西
岸
を
船
で
南
下
し
て
い
る
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

六
月
二
十
二
日
の
記
事
に
は
、 

明
か
た
に
船
い
た
し
行
く
に
、
出
雲
の
内
馬
潟
と
い
へ
る
村
に
て

関
と
ら
れ
行
に
、
枕
木
山
と
て
弁
慶
の
住
し
所
有
、
其
下
に
大
根

島
と
て
有
、 

と
あ
る
（

9
）

。
天
正
三
年
に
は
既
に
弁
慶
が
枕
木
山
に
住
ん
で
い
た
と

い
う
伝
説
が
知
ら
れ
て
い
た
。 

更
に
枕
木
山
で
は
ど
の
よ
う
な
弁
慶
の
伝
説
が
あ
る
の
か
。
『
懐
橘

談
』
上
「
枕
木
」
の
項
を
見
た
い
。 
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寺
僧
の
語
り
け
る
は
源
家
の
陪
臣
武
蔵
坊
弁
慶
は
此
枕
木
の
里 

に
て
生
れ
当
山
の
児
た
り
し
時
同
僚
の
児
を
良
も
す
れ
ば
打
擲
し

侍
る
程
に
院
主
折
檻
の
為
に
あ
の
島
へ
流
し
給
ふ
去
程
に
弁
慶
石

を
ひ
ろ
ひ
集
め
陸
へ
通
ふ
道
を
造
り
や
が
て
山
へ
帰
り
侍
る
程
に

今
に
至
て
弁
慶
島
と
申
な
ら
は
し
侍
る
永
見
と
云
里
に
弁
慶
が
産

水
弁
慶
が
母
の
墳
墓
も
今
に
存
せ
り
父
は
意
宇
郡
熊
野
山
の
人
也

天
照
太
神
生
れ
給
ふ
時
の
産
水
も
此
山
に
あ
り
弁
慶
曙
毎
に
此
水

を
汲
け
れ
ば
弁
慶
水
と
も
申
な
ら
は
し
侍
る
水
を
守
護
せ
る
は
妙

見
菩
薩
也 

と
あ
る
（

10
）

。
弁
慶
は
、
枕
木
山
で
の
修
行
中
、
乱
暴
を
働
き
院
主
に

よ
っ
て
島
に
流
さ
れ
た
。
流
さ
れ
た
島
を
弁
慶
島
と
い
う
。
永
見
（
長

海
）
に
は
、
弁
慶
の
産
水
、
弁
慶
の
母
の
墳
墓
が
あ
る
。 

父
は
意
宇
郡
熊
野
山
の
人
と
伝
え
て
い
る
。
熊
野
山
に
は
天
照
大
神

が
生
ま
れ
た
時
の
産
水
が
あ
る
。
妙
見
菩
薩
が
守
護
し
て
い
る
と
い
う
。

弁
慶
が
水
を
汲
み
に
来
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

次
に
紹
介
す
る
長
海
の
弁
慶
誕
生
伝
説
で
は
父
を
山
伏
と
な
っ
て

い
る
。
『
懐
橘
談
』
が
引
用
す
る
枕
木
山
の
弁
慶
伝
説
は
次
節
で
紹
介

す
る
長
海
の
弁
慶
誕
生
伝
説
と
は
少
し
内
容
が
変
化
し
て
い
る
。 

 

ロ
．
長
海
の
こ
と 

枕
木
山
の
麓
に
あ
る
長
海
で
は
、
『
懐
橘
談
』
よ
り
具
体
的
に
弁
慶

誕
生
伝
説
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
海
の
弁
慶
誕
生
伝
説
の
中
心
は

長
見
神
社
で
あ
る
。
長
見
神
社
は
、
『
雲
陽
誌
』
が
記
さ
れ
た
頃
、
杵

田
明
神
と
称
し
て
い
た
。
瓊
瓊
杵
尊
を
祀
り
、
弁
慶
の
産
土
神
で
あ
っ

た
と
い
う
。
長
見
神
社
に
は
「
弁
慶
事
蹟
之
巻
」
（
成
立
年
代
、
筆
者

不
詳
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
成
立
年
代
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
『
雲
陽
誌
』

巻
之
一
島
根
郡
長
海
杵
田
大
明
神
の
項
に
あ
る
「
弁
慶
願
書
」
を
長
い

が
そ
の
ま
ま
引
用
し
紹
介
し
た
い
（

11
）

。
黒
沢
長
尚
が
な
ぜ
「
弁
慶
事

蹟
之
巻
」
を
「
弁
慶
願
書
」
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

弁
慶
願
書
な
り
と
て
あ
る
を
み
る
に
、
弁
慶
九
歳
ま
て
は
母
と
一

所
に
居
た
り
し
か
、
村
の
者
と
も
に
悪 に

く

ま
れ
海
中
の
島
に
捨
ら
れ

音
信
も
な
か
り
け
れ
と
も
、
霜
雪

そ

う

せ

つ

の
苦
を
身
に
も
受
す
、
あ
る
時

氷
を
破
あ
な
た
こ
な
た
と
彳

た
ゝ
す
み

あ
り
き
し
に
、
い
つ
く
と
も
知
ぬ
山

伏
来
て
い
ひ
け
る
は
、
汝
此
島
に
独
す
む
事
の
哀
さ
よ
、
い
さ
む 

 
 
 

さ
し
と
い
ふ
も
の
を
さ
し
て
あ
そ
は
む
と
て
、
む
さ
し
の
図
を
石

に
切
付
て
さ
し
た
り
と
い
ふ
、
思
に
今
の
世
に
小
童
の
戯
に
む
さ

し
を
さ
す
と
い
ふ
は
武
蔵
坊
か
さ
し
た
る
ゆ
へ
に
此
戯
を
む
さ
し



51 

 

と
い
ふ
な
ら
ん
、
彼
山
伏
語
け
る
は
我
は
是
汝
か
父
の
天
狗
な
り
、

陸
へ
渡
す
事
は
安
け
れ
と
も
末
世
の
人
見
懲
し
め
ん
た
め
な
り
、

是
よ
り
西
の
面
に
道
を
作
れ
と
い
ひ
て
空
中
に
か
へ
り
ぬ
、
十
歳

の
年
袖
や
裳

も
す
そ

に
砂
を
入
て
道
を
つ
く
る
産
神
も
憐
給
ふ
に
や
、
南

北
の
波
ゆ
り
た
つ
と
い
へ
と
も
砂
も
崩
す
程
な
く
道
を
作
て
渡

り
、
枕
木
山
・
長
永
寺
・
鰐
淵
寺
此
三
の
山
を
廻
て
学
問
を
な
す
、

十
五
歳
に
な
り
長
海
の
新
庄
小
谷
村
成
相
鍛
冶
に
鉄
一
駄
片
荷
し

て
長
刀
を
あ
つ
ら
へ
、
三
年

み

と

し

三
月

み

つ

き

に
う
ち
た
り
、
千
日
に
出
来
た

る
剣
な
れ
は
か
ね
の
心
を
知
た
め
に
金
床
を
切
に
少
も
た
ま
ら

す
、
切
た
り
、
か
く
の
こ
と
く
の
鍛
冶
を
置
な
ら
は
又
か
や
う
の

太
刀
を
う
つ
へ
し
と
お
も
ひ
、
つ
ゐ
に
鍛
冶
を
斬
殺
ぬ
、
さ
て
修

行
を
せ
ん
と
お
も
ふ
處
に
母
病
を
う
け
て
最
後
ち
か
く
な
り
し

時
、
我
を
呼
て
い
ひ
け
る
は
汝
よ
く
聞
母
は
紀
伊
国
田
那
部
の
誕

象
が
子
な
り
、
彼
誕
象
子
な
き
に
よ
つ
て
熊
野
権
現
に
い
の
り
我

を
も
う
け
た
り
、
大
治
三
年
戊
申
五
月
十
五
日
に
生
弁
吉
と
名
つ

け
ぬ
、
我
容

か
た
ち

世
に
す マ

く
れ

ゝ

、

醜
み
に
く
き

に
よ
り
て
年
二
十

は

た

ち

に
な
る
ま
て

夫
な
し
、
父
母
是
を
悲
て
出
雲
国
結
の
神
に
祈
誓
し
参
詣
を
な
さ

し
む
、
久
安
三
年
丁
卯
六
月
朔
日
に
生
国
を
出
、
其
時
父
母
の
い

へ
る
は
汝
夫
な
く
は
此
国
へ
帰
へ
ら
す
と
あ
り
、
夫 そ

れ

よ
り
出
雲
の

国
に
来

き
た
り
て

結
の
神
へ
参
詣
し
て
七
日
七
夜
通
夜

つ

う

や

を
し
た
り
、
七
日
に

満
る
夜
の
夢
に
汝
に
結

む
す
ぶ

夫
な
し
、
其
故
は
汝
か
父
は
殺
生
偸
盗
を

な
し
、
母
は
又
垢
穢

く

え

不
浄
の
身
を
嫌

い
と
は

す
、
権
現
へ
参
詣
し
叶
さ
る

子
を
願

ね
が
う
に

よ
り
て
容

醜

か
た
ち
み
に
く
く

生
た
り
、
さ
れ
と
も
遥
々
参
詣
し
た
る
験 し

る

し
に
縁
を
結
て
得
さ
せ
む
、
島
根
郡
枕
木
山
の
麓
に
長
海
村
と
い

ふ
所
あ
り
、
其
所
へ
行
七
年
棲 す

む

な
ら
は
夫
を
得
さ
せ
む
と
あ
り
け

る
に
よ
り
、
教
に
ま
か
せ
長
海
村
に
行
て
三
年
棲
け
れ
と
も
父
母

の
お
と
つ
れ
も
な
く
、
春
は
野
に
出
て
蕨
を
折
、
秋
は
苅
田
の
落

穂
を
拾

ひ
ろ
い

露
の
命
を
つ
な
き
け
る
、
暮
春

ぼ

し

ゅ

ん

に
山
に
入
て
蕨

わ
ら
び

を
折
し

時
、
歳
の
比
二
十
計
の
山
伏
身
を
粧

飾

よ
そ
お
い
か
ざ
り

来
て
歌
に
、 

我
は
是
出
雲
の
神
の
結
に
て
汝
を
妻
と
定
り
そ
す
る 

我
返
歌
に 

う
つ
た
か
き
身
を
か
さ
り
た
る
山
伏
の
わ
ら
は
を
妻
と
あ
る
は
そ

ら
こ
と 

其
時
誠
に
思
当
た
り
結
の
神
の
御
教
の
夫
な
ら
め
と
よ
ろ
こ
ひ 

お
も
ふ
、
彼
山
伏
桃
の
花
を
一
枝
た
ま
は
り
百
世
の
契
そ
と
い
ひ

て
空
中
に
帰
ぬ
、
さ
れ
は
程
な
く
懐
胎
し
て
つ
は
り
に
鉄
を
好
、

鍬
を
か
く
し
取
て
九
具
く
ひ
ぬ
、
十
具
の
時
里
の
童
に
見
あ
ら
は

さ
れ
半
分
食
残
、
是
に
よ
り
て
汝
常
の
人
に
ち
か
ひ
十
三
月
に
て
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仁
平
辛
未
三
月
三
日
に
髪
長
生
歯
は
二
重
に
は
へ
て
生

う
ま
れ

ぬ
、
左
の

肩
に
は
摩
利
支
天
右
の
肩
に
は
大
天
狗
と
文
字
あ
り
、
面
の
色
黒

し
て
惣
身
は
鉄
な
り
、
さ
れ
と
も
鍬
を
少
食
残
た
る
に
や
只
吭

の
と
ふ
へ

四

寸
四
方
は
か
り
人
間
の
膚
な
り
、
即
う
ふ
湯
を
ひ
か
ん
と
し
た
り

け
る
か
実
に
汝
は
人
間
の
子
に
替 マ

た
れ

ゝ

は
、
常
の
水
に
て
は
か
な

は
し
と
お
も
ひ
、
自
手
に
て
井
を
掘
水
を
汲
て
生
浮
湯
と
せ
り
、

懐
胎
の
時
多
の
鍬
を
食
た
る
に
よ
り
其
恩
を
報

む
く
い
る

た
め
に
、
手
に
て

井
を
は
掘
た
る
な
り
、
末
の
世
ま
て
も
此
井
に
鉄
を
は
入
へ
か
ら

す
、
我
汝
を
生
て
歓
の
あ
ま
り
に
名
を
は
弁
慶
と
い
付
た
り
、
又

汝
を
島
に
放
や
り
し
は
村
の
者
と
も
に
悪
し
に
よ
り
て
な
り
、
今

成
仁
す
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ
我
菩
提
を
志
は
紀
伊
国
に
行
誕
象

一
門
を
尋
よ
、
汝
か
父
は
天
狗
な
れ
は
氏
も
系
図
も
知
す
、
武
士

と
な
ら
は
田
那
部
と
名
乗
法
師
と
な
ら
は
武
蔵
坊
と
名
付
へ
し
と

い
ひ
て
仁
安
二
年
丁
亥
五
月
五
日
に
死
た
り
、
弁
慶
母
の
遺
言
に

ま
か
せ
紀
伊
国
を
尋
諸
国
を
修
行
せ
む
と
思
立
て
、
先
氏
神
杵
田

明
神
に
参
詣
す
、
抑
当
社
明
神
は
地
神
三
代
の
神
天
彦
火
々
瓊
々

杵
尊
に
て
、
国
土
を
守
衆
民
を
恵
、
此
御
笠
山
に
跡
を
垂
た
ま
ひ

し
よ
り
以
来
今
に
い
た
り
て
神
光
四
方
に
か
ゝ
や
き
た
り
、
我
父

は
天
狗
な
り
と
い
へ
と
も
母
は
誕
象
か
子
権
現
の
分
身
と
も
い
は

む
か
、
し
か
ら
は
我
天
下
に
甲
た
る
の
高
名
を
授
た
ま
へ
と
深
誓

願
を
な
し
、
仁
安
三
年
戊
子
三
月
上
旬
に
社
を
建
立
し
伏
拝
を
な

し
此
国
を
ぞ
出
に
け
る
、
此
一
通
雲
州
島
根
郡
枕
木
之
保
内
長
海

村
杵
田
明
神
の
社
中
に
て
書
置
者
也
と
奥
書
あ
り
、
本
書
は
永
禄

五
年
毛
利
元
就
所
望
し
た
ま
ひ
写
を
社
内
に
籠
ら
れ
、
今
に
あ
り
、

辞
い
や
し
く
あ
や
し
き
事
の
み
記
た
れ
と
も
、
社
司
の
い
ひ
つ
た

ふ
る
に
ま
か
せ
此
に
書
侍
ぬ
、 

と
あ
る
。「
弁
慶
願
書
」
は
、『
義
経
記
』
と
「
弁
慶
物
語
」
と
比
べ
る

と
か
な
り
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
も
に
異
常
出
生
譚
が

共
通
で
あ
る
。 

長
海
独
自
の
伝
説
と
し
て
母
弁
吉
の
話
が
あ
る
。
紀
州
田
那
部
の
誕

象
の
娘
で
あ
っ
た
弁
吉
が
長
海
で
天
狗
（
山
伏
）
と
結
ば
れ
た
。
弁
吉

が
妊
娠
中
に
鉄
鍬
を
食
べ
て
生
ま
れ
た
の
が
弁
慶
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ

て
き
た
弁
慶
は
、
全
身
が
鉄
で
で
き
て
い
た
。
喉
の
み
人
間
の
皮
膚
で

あ
っ
た
（

12
）

。
左
肩
に
は
摩
利
支
天
（
武
士
の
守
り
本
尊
）、
右
肩
に
は

大
天
狗
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
。
常
の
人
で
は
な
い
の
で
弁
吉
自
ら
手

で
井
戸
を
掘
り
産
湯
と
し
た
。
妊
娠
し
た
時
、
た
く
さ
ん
の
鉄
鍬
を
食

べ
た
の
で
手
で
井
戸
を
掘
っ
た
と
い
う
。 

他
に
も
弁
慶
の
父
に
つ
い
て
「
弁
慶
願
書
」
に
は
天
狗
（
山
伏
）
と
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あ
る
。
弁
慶
島
（
亀
島
）
の
伝
説
も
長
海
独
自
で
あ
る
。 

以
上
が
長
海
に
伝
わ
る
弁
慶
誕
生
伝
説
で
あ
る
。
長
海
の
伝
説
は
、

『
義
経
記
』
に
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
独
自
の
伝
説
で
あ
る
。
で
は
次

に
鰐
淵
寺
に
伝
わ
る
弁
慶
伝
説
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

 ハ
．
鰐
淵
寺
の
こ
と 

鰐
淵
寺
は
現
在
の
出
雲
市
別
所
町
に
位
置
す
る
。
平
安
時
代
に
な
る

と
修
験
道
の
霊
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鰐
淵

寺
は
出
雲
に
お
け
る
蔵
王
信
仰
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
ま
ず
鰐
淵
寺
の
概

観
に
つ
い
て
『
雲
陽
誌
』
巻
之
九
楯
縫

た

て

ぬ

い

郡
鰐
淵
寺
の
項
か
ら
引
用
す
る

と
、 

天
台
宗
浮
浪
山
一
乗
院
と
い
ふ
、
夫
此
寺
は
人
王
三
十
四
代
推
古

天
皇
の
勅
願
智
春
上
人
開
基
の
霊
場
に
し
て
、
し
か
も
伝
教
大
師

唐
国
に
渡
天
台
宗
を
稟 う

け

給
ひ
延
暦
寺
草
創
の
時
末
寺
最
初
の
第
一

な
り
、
智
春
上
人
勅
を
う
け
た
ま
は
り
鴻
基

こ

う

き

を
闢

ひ
ら
き

薬
師
観
音
の
両

像
を
根
本
堂
に
安
置
し
て
よ
り
、
法
華
三
昧
堂
常
行
堂
馬
頭
堂
開

山
堂
仁
王
門
蔵
王
権
現
摩
多
羅
神
日
吉
山
王
祇
園
菅 か

ん

神 じ

ん

小
守
勝
手

明
神
三
十
八
社
綿
々
と
し
て
末
世
の
今
に
残
れ
り
、
古
は
堂
舎
坊

宇
都 す

べ

て
三
千
余
あ
り
し
に
、
度
々
の
兵
乱
に
焼
亡
し
て
今
は
僅
に

十
二
坊
あ
り
、 

と
あ
る
（

13
）

。
鰐
淵
寺
は
延
暦
寺
草
創
時
の
第
一
の
末
寺
で
あ
っ
た
。

元
々
、
堂
舎
坊
宇
が
三
千
余
り
あ
る
大
規
模
寺
院
で
あ
っ
た
。
兵
乱
に

よ
り
僅
か
十
二
坊
し
か
の
こ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。 

鰐
淵
寺
と
弁
慶
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
。
根
本
堂
に
は
弁
慶
が
鳥
取
県
の
大
山
寺
（
倉
吉
市
の
大
日
寺
と

も
伝
わ
る
）
か
ら
運
ん
で
き
た
鐘
と
「
弁
慶
清
水
」
が
伝
わ
る
。
他
に

も
「
弁
慶
の
袂

た
も
と

石 い

し

」
や
「
弁
慶
の
負
い
櫃
」
「
弁
慶
の
自
画
像
」
な
ど

が
あ
る
（

14
）

。 

さ
ら
に
『
雲
陽
誌
』
巻
之
九
鰐
淵
寺
の
項
に
は
、 

本
堂
の
傍
に
井
あ
り
昔
西
塔
弁
慶
島
根
郡
魔
添
山
に
う
ま
れ
、
異

人
の
教
を
受
て
稚
時
よ
り
此
山
に
の
ほ
り
、
終
に
髪
を
剃
り
瑜
伽

ゆ

が

の
密
水
に
結
し
井
な
り
と
て
弁
慶
水
と
も
手
習
水
と
も
い
へ
り
、

弁
慶
か
縁
に
や
源
義
経
よ
り
当
寺
の
衆
徒
中
へ
の
状
あ
り
、
弁
慶

か
自
筆
な
り
、
此
書
は
毛
利
輝
元
所
望
し
給
ひ
佐
世
石
見
守
か
取

次
し
た
り
し
状
あ
り
、 

と
あ
る
（

15
）

。
弁
慶
が
魔
添
山
生
れ
と
な
っ
て
い
る
。『
雲
陽
誌
』
に
は

魔
添
山
に
つ
い
て
「
『
風
土
記
』
に
載
る
伊
奈
阿
気
社
な
る
へ
き
か
」

と
あ
る
。
伊
奈
阿
気
社
は
現
在
の
美
保
関
町
北
浦
に
あ
る
。 
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鰐
淵
寺
に
は
弁
慶
自
筆
の
書
物
が
伝
わ
る
と
い
う
。
毛
利
輝
元
が
所

望
し
佐
世
石
見
守
が
取
り
次
い
だ
と
い
う
。
こ
の
書
状
に
つ
い
て
『
鰐

淵
寺
文
書
』「
佐
世
元 も

と

嘉 よ

し

書
状
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（

16
）

。 
急
度
申
候
、
当
寺
ニ

義
経
・
弁
慶
書
物
在
之
之
由
候
、
殿
様
よ
り 

御
用
之
由
候
条
、
爰
許
ま
て
可
被
差 さ

し

越 こ

し

候
、
其
外
西
行
書
物
、
何

も
古
筆
之
物
候
は
ゝ
、
可
有
御
進
上
之
候
、
方 マ

角 ゝ

所
持
方
候
は
ゝ
、

是
又
承
候
は
ゝ
、
可
申
達
候
、
恐
々
謹
言
、 

正
月
廿
四
日 

元
嘉
（
花
押
） 

鰐
淵
寺 

年
行
事 

和 （

多
坊

栄

哉

） 

佐
世
元
嘉
か
ら
和
多
坊
に
宛
て
て
い
る
。
毛
利
輝
元
が
義
経
・
弁
慶

と
西
行
の
書
を
所
望
し
て
い
る
の
で
送
っ
て
欲
し
い
と
い
う
文
書
で

あ
る
。 

他
に
も
『
鰐
淵
寺
文
書
』
の
中
に
は
、
弁
慶
に
関
す
る
文
書
が
「
左

衛
門
尉
佐
々
木
某
書
状
写
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
（

17
）

。 

ま
た
、
作
者
・
成
立
年
代
未
詳
の
『
後
太
平
記
』
下
巻
の
巻
第
四
〇

「
山
中
鹿
之
助
品
川
狼
助
勝
負
之
事
」
に
よ
る
と
、
鰐
淵
寺
の
麓
に
は

武
蔵
坊
弁
慶
が
育
っ
た
と
い
う
屋
敷
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（

18
）

。
ま

た
、
『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』
鰐
淵
寺
の
項
に
は
、
長
海
と
共
通
す
る

弁
慶
と
鍛
冶
屋
の
伝
説
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
（

19
）

。 

以
上
が
鰐
淵
寺
に
伝
わ
る
弁
慶
伝
説
で
あ
る
。
両
寺
院
の
違
い
に
つ

い
て
考
え
た
い
。
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
最
澄
の
嗣 し

智
元
長
海
に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
天
台
宗
寺
院
が
枕
木
山
で
あ
っ
た
。
一
方
の
鰐
淵
寺

は
、
推
古
天
皇
の
勅
願
智
春
上
人
開
基
の
霊
場
で
あ
る
。
延
暦
寺
草
創

時
の
末
寺
最
初
の
第
一
と
伝
え
て
い
る
。 

枕
木
山
・
長
海
周
辺
の
弁
慶
伝
説
と
鰐
淵
寺
で
語
ら
れ
る
弁
慶
伝
説

を
比
較
す
る
と
、
枕
木
山
・
長
海
周
辺
は
弁
慶
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
と

い
う
伝
説
が
多
い
。
枕
木
山
・
長
海
周
辺
で
は
弁
慶
の
誕
生
と
子
供
時

代
を
中
心
に
伝
え
て
い
る
。
対
す
る
鰐
淵
寺
で
は
「
弁
慶
の
引
き
摺
り

鐘
」
「
負
い
櫃
」
の
よ
う
に
、
弁
慶
が
修
行
し
た
地
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
弁
慶
が
育
っ
た
屋
敷
が
あ
っ
た
と
伝
え
実
在
し
た
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

「
弁
慶
の
引
き
摺
り
鐘
」
の
よ
う
に
『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』
に
あ

っ
て
『
懐
橘
談
』
や
『
雲
陽
誌
』
に
載
っ
て
い
な
い
伝
説
も
あ
る
。（

20
）

。 

 二
、
長
海
の
弁
慶
誕
生
伝
説 

最
後
に
な
ぜ
長
海
に
弁
慶
誕
生
伝
説
が
あ
る
の
か
理
由
を
考
え
た
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い
。
ま
ず
、
長
海
が
交
通
の
要
衝
に
立
地
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

長
見
神
社
の
背
後
に
は
森
が
あ
る
。
地
元
の
方
々
は
弁
慶
森
と
呼
ん

で
い
る
。
弁
慶
森
の
中
に
は
弁
吉
を
祀
る
祠
が
あ
る
。
地
元
の
方
々
は

弁
吉
女
霊
社
と
呼
ん
で
い
る
。
弁
吉
女
霊
社
の
そ
ば
に
は
畑
が
あ
る
。

畑
の
中
に
弁
慶
の
立
て
石
が
あ
る
。
地
元
の
方
に
伺
う
と
「
弁
慶
の
立

て
石
は
千
酌
湾
へ
出
る
旧
道
の
印
と
伝
わ
る
。
現
在
は
畑
に
な
っ
て
い

る
が
、
弁
慶
の
立
て
石
を
直
進
す
る
と
千
酌
湾
に
着
く
。
千
酌
湾
か
ら

隠
岐
へ
渡
っ
た
。」
と
御
教
示
頂
い
た
（

21
）

。
千
酌
の
浜
に
つ
い
て
『
出

雲
国
風
土
記
』
嶋
根
の
郡
に
よ
る
と
、 

千 ち

酌 く

み

の
浜
。
広
さ
一
里 さ

と

六
十
歩 あ

し

な
り
。
東

ひ
む
が
し

に
松
林

ま
つ
ば
や
し

あ
り
、
南
の
方

に
駅
家
、
北
の
方
に
百
姓

お
ほ
み
た
か
ら

の
家
あ
り
。
郡

家

こ
ほ
り
の
み
や
け

の
東
北

ひ
む
が
し
き
た

の
か
た
一

十
九
里 さ

と

三
十
歩 あ

し

な
り
。
此
は
則
ち
謂
は
ゆ
る
隠
岐
の
国
に
度
る
津
、

是
な
り
。 

と
あ
る
（

22
）

。『
八
束
郡
誌
』
第
二
十
七
章
千
酌
村
「
千
酌
の
駅
址
」
に

よ
る
と
、 

『
出
雲
風
土
記
』
に
見
え
た
る
千
酌
ノ
駅
は
大
字
千
酌
字
垣
の
内

に
あ
つ
て
、
是
よ
り
西
北
二
町
許
の
處
に
水
駅
が
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
千
酌
の
駅
は
王
朝
時
代
に
於
け
る
、
隠
岐
国
と
交
通
の
要
津

（
で
あ
る
）…

 

と
あ
る
（

23
）

。
千
酌
駅
は
、
出
雲
国
と
隠
岐
国
の
連
絡
路
で
あ
っ
た
。

こ
の
連
絡
路
に
行
く
道
標
が
弁
慶
の
立
て
岩
と
い
う
。 

『
雲
陽
誌
』
が
刊
行
さ
れ
た
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
長
海
周

辺
が
栄
え
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
長
海
の
南
に
位
置
す
る
本
庄
は
賑

や
か
な
町
場
で
あ
っ
た
。
本
庄
に
は
熊
野
三
所
権
現
が
あ
る
。
『
雲
陽

誌
』
に
よ
る
と
、 

伊
弉
冊

い

ざ

な

み

尊
速
玉
男
命
事 こ

と

解 さ

か

男
命
三
神
な
り
、…

祭
礼
正
月
十
一
日

百
手
の
神
事
と
て
社
司
的
を
射 い

る

儀
式
あ
り
、
七
月
十
八
日
は
御
幸

と
て
本
社
よ
り
八
町
は
か
り
経
て
海
辺
に
御
旅
所
あ
り
、
神
輿
を

本
社
の
前
に
立
置
、
司
官
大
幣
を
捧

さ
さ
げ

祝
詞
あ
り
夫
よ
り
氏
子
と
も

供
奉
の
行
列
な
り
、
十
八
人
は
幣
を
持
十
人
は
の
ほ
り
を
持
、
裸

の
警
固
と
て
は
た
か
に
な
り
て
警
固
す
る
な
り
、
紺
屋
は
た
と
て

竹
を
十
文
字
に
ゆ
ひ
、
布
に
て
ま
き
、
旗
と
な
す
な
り
、
是
は
古

来
よ
り
紺
屋
の
役
に
て
出
す
ゆ
へ
に
紺
屋
旗
と
い
ふ
な
り
、
競
馬

お
は
り
て
御
幸
な
り
、
御
旅
所
に
て
は
先
潮
を
汲
て
祝
詞
神
楽
神

事
畢
て
神
輿
を
本
社
へ
い
れ
た
て
ま
つ
り
、
神
前
に
て
児
童
十
八

人
花
笠
を
着
て
神
事
の
躍
相
撲
あ
り
、
近
村
よ
り
来
あ
つ
ま
る
者

お
ゝ
し
、 

と
あ
る
（

24
）

。
本
庄
の
熊
野
三
所
権
現
は
伊
弉
冊

い

ざ

な

み

尊
・
速
玉
男
尊
・
事 こ

と

解 さ

か
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男
尊
を
祀
る
。
本
庄
は
と
て
も
栄
え
た
場
所
で
あ
っ
た
。
熊
野
神
社
に

は
紺
屋

こ

う

や

旗
の
行
列
が
あ
る
。
中
海
に
御
旅
所
が
あ
る
と
い
う
。
競
馬
や

相
撲
も
行
わ
れ
た
。
近
村
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
た
。 

さ
ら
に
、
『
雲
陽
誌
』
新
庄
の
鍛
冶
床
の
項
に
よ
る
と
、 

古
老
の
い
へ
る
は
西
塔
弁
慶
此
谷
に
て
定
恒
と
い
ふ
鍛
冶
に
太 

刀
を
う
た
せ
り
、
三
年
三
月
に
う
ち
仕
舞
た
り
と
い
ふ
、
さ
も
あ

り
た
き
に
や
、
今
に
此
谷
に
か
な
く
す
あ
り 

と
あ
る
（

25
）

。
新
庄
は
刀
鍛
冶
の
定
恒
が
住
ん
で
い
た
と
伝
わ
る
。
先

の
「
弁
慶
願
書
」
に
は
、 

十
五
歳
に
な
り
長
海
の
新
庄
小
谷

（
大
谷
カ
）

村
成
相
鍛
冶
に
鉄
一
駄
片
荷
し

て
長
刀
を
あ
つ
ら
へ
、
三
年

み

と

し

三
月

み

つ

き

に
う
ち
た
り
、
千
日
に
出
来
た

る
剣
な
れ
は
か
ね
の
心
を
知
た
め
に
金
床
を
切
に
少
も
た
ま
ら
す
、

切
た
り
、
か
く
の
こ
と
く
の
鍛
冶
を
置
な
ら
は
又
か
や
う
の
太
刀

を
う
つ
へ
し
と
お
も
ひ
、
つ
ゐ
に
鍛
冶
を
斬
殺

こ
ろ
し

ぬ
、 

と
あ
っ
た
（

26
）

。
十
五
歳
に
な
っ
た
弁
慶
は
、
定
恒
の
所
で
長
刀
を
誂

え
た
と
い
う
。
同
様
の
太
刀
を
作
ら
れ
て
は
困
る
た
め
定
恒
を
斬
殺
し

た
。
新
庄
に
は
「
刀
工
定
恒
の
墓
」
が
あ
る
。
ま
た
、
新
庄
に
は
久
良

弥
神
社
が
あ
る
。
久
良
弥
神
社
の
案
内
板
に
は
鉱
工
業
・
商
業
・
風
を

司
る
速
都
牟

は

や

つ

む

自 じ

別 わ

け

神
を
祀
る
と
あ
る
。
新
庄
に
つ
い
て
地
元
の
方
に
伺

う
と
、
「
定
恒
の
墓
の
付
近
か
ら
砂
鉄
が
取
れ
た
。
本
庄
町
に
は
鍛
冶

屋
小
路
と
い
う
地
名
が
あ
り
鍛
冶
屋
が
多
く
住
ん
で
い
た
。
新
庄
に
は

鍛
冶
屋
小
路
と
い
う
屋
号
が
あ
っ
た
。
本
庄
や
新
庄
に
は
鍛
冶
屋
が
多

く
住
ん
で
い
た
。」
と
御
教
示
頂
い
た
（

27
）

。
新
庄
だ
け
で
な
く
本
庄
に

も
鍛
冶
屋
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。 

長
海
に
弁
慶
誕
生
伝
説
が
あ
る
次
の
理
由
は
、
長
海
の
人
々
が
弁
慶

誕
生
伝
説
を
主
張
す
る
こ
と
で
枕
木
山
や
長
海
が
熊
野
信
仰
の
中
心

地
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
。 

長
見
神
社
に
つ
い
て
「
弁
慶
願
書
」
の
奥
書
は
、 

抑
当
社
明
神
は
地
神
三
代
の
神
天
彦
火
々
瓊
々
杵
尊
に
て
、
国
土

を
守
衆
民
を
恵
、
此
御
笠
山
に
跡
を
垂
た
ま
ひ
し
よ
り
以
来
今
に

い
た
り
て
神
光
四
方
に
か
ゝ
や
き
た
り
、
我
父
は
天
狗
な
り
と
い

へ
と
も
母
は
誕
象
か
子
権
現
の
分
身
と
も
い
は
む
か
、
し
か
ら
は

我
天
下
に
甲
た
る
の
高
名
を
授
た
ま
へ
と
深
誓
願
を
な
し
、
仁
安

三
年
戊
子
三
月
上
旬
に
社
を
建
立
し
伏
拝
を
な
し
此
国
を
ぞ
出
に

け
る 

と
あ
る
（

28
）

。
こ
の
奥
書
は
、
長
見
神
社
の
霊
験
を
弁
慶
誕
生
伝
説
と

絡
め
て
主
張
す
る
文
章
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
弁
吉
は
悪
阻
の
時
に
鉄
鍬
を
食
べ
た
。
生
ま
れ
て
き
た
弁
慶
は
喉
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以
外
全
身
が
鉄
で
あ
っ
た
。
」
こ
の
弁
慶
誕
生
伝
説
を
も
と
に
長
見
神

社
も
鍛
冶
屋
か
ら
の
信
仰
を
取
り
込
も
う
と
し
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
弁
吉
を
祀
る
弁
吉
女
霊
社
に
つ
い
て
地
元
の
方
に
伺
う
と
「
弁

慶
の
よ
う
に
た
く
ま
し
い
子
供
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
近
隣
か
ら
た
く

さ
ん
の
参
拝
が
あ
っ
た
。
弁
吉
女
霊
社
の
周
り
に
は
木
製
の
薙
刀
を
並

べ
安
産
祈
願
を
し
た
。
昔
、
弁
吉
女
霊
社
の
右
隣
に
は
二
間
四
方
の
御

籠
堂
が
あ
っ
た
。
祭
礼
時
の
休
息
や
安
産
祈
願
の
女
性
の
宿
で
あ
っ
た
。

遠
方
か
ら
も
妊
婦
や
家
族
が
来
ら
れ
た
」
と
ご
教
示
頂
い
た
（

29
）

。
本

庄
の
熊
野
神
社
と
同
じ
く
、
長
見
神
社
も
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

近
村
に
住
む
人
々
は
本
庄
の
熊
野
三
所
権
現
に
参
詣
し
、
或
い
は
長
見

神
社
の
弁
吉
女
霊
社
で
安
産
祈
願
を
し
た
。 

さ
ら
に
、
熊
野
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。
意
宇
郡
の
熊
野
大
社
と
紀

伊
の
本
宮
大
社
は
『
延
喜
式
神
名
帳
』
に
熊
野
坐
神
社
と
あ
る
（

30
）

。

同
系
の
神
社
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
『
延
喜
式
神
名
帳
』
に

は
長
見
神
社
の
名
前
も
あ
る
（

31
）

。
し
か
し
本
庄
の
熊
野
神
社
は
『
延

喜
式
神
名
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
熊
野
神
社
は
式
外

し

き

げ

の
社
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
枕
木
町
に
も
熊
野
神
社
が
あ
る
が
『
雲
陽
誌
』
巻
之

一
島
根
郡
別
所
枕
木
の
項
に
「
熊
野
権
現
」
と
あ
る
の
み
で
詳
細
は
全

く
不
明
で
あ
る
（

32
）

。 

『
類
聚
三
代
格
』
に
よ
る
と
、
出
雲
国
造
は
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）

以
来
、
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
ま
で
意
宇
郡
司
（
大
領
）
を
兼
帯
し

て
い
た
。『
島
根
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
四
〇
頁
上
段
）
に
よ
る
と
、

「
古
代
律
令
制
の
下
に
お
い
て
は
国
造
出
雲
氏
が
熊
野
・
杵
築
両
大
社

の
祭
祀
を
兼
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
熊
野
大
社
は
杵
築
社
よ
り
も
上
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
類
聚
三
代
格
』
巻
第
七
に

あ
る
延
暦
十
七
（
七
九
八
）
年
三
月
二
十
九
日
の
太
政
官
符
を
も
っ
て

兼
帯
禁
止
と
な
っ
た
（

33
）

。
す
る
と
出
雲
国
造
は
杵
築
大
社
（
後
の
出

雲
大
社
）
に
移
住
し
た
。
国
造
移
住
に
伴
い
熊
野
大
社
は
衰
退
し
た
。 

「
四
国
落
」
に
あ
る
「
（
弁
慶
が
）
田
辺
の
別
当
湛
増
が
嫡
子
、
生

る
ゝ
所
は
出
雲
の
国
枕
木
の
里
」
と
い
う
一
文
は
弁
慶
と
熊
野
別
当
湛

増
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
出
雲
国
内
の
熊
野
の
勢
力
回
復
を
目
指
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（

34
）

。
弁
慶
の
母
弁
吉
は
紀
伊
の
田
那
部
の

誕
象
の
娘
と
い
う
。
田
那
部
か
ら
長
海
へ
来
て
弁
慶
を
産
ん
だ
。
意
宇

郡
の
熊
野
大
社
衰
退
後
、
長
海
は
弁
慶
の
父
母
の
伝
説
を
も
っ
て
熊
野

信
仰
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

『
懐
橘
談
』
に
は
弁
慶
に
つ
い
て
「
父
は
意
宇
郡
熊
野
山
の
人
也
」

と
あ
る
。『
雲
陽
誌
』
巻
之
三
意
宇
郡
く
ま
の
山
の
項
に
は
、 

熊
野
大
神
の
社
ま
し
ま
す
、
檜
檀
有
と
【
風
土
記
】
に
見
え
た
り
、
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今
は
売 ば

い

炭 た

ん

の
翁
お
ゝ
し
、 

と
あ
る
（

35
）

。
炭
は
鉄
を
加
工
す
る
燃
料
と
な
る
。
鉄
身
の
弁
慶
と
熊

野
山
の
売
炭
の
翁
は
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
熊
野
大

社
配
布
の
案
内
本
に
は
、 

標
高
六
百
メ
ー
ト
ル
の
天
狗
山
は
、
島
根
県
松
江
市
八
雲
町
と
安

来
市
広
瀬
町
と
の
境
に
位
置
す
る
、
こ
の
あ
た
り
で
最
も
高
い
山

で
あ
る
。
こ
の
山
は
、「
熊
野
山
」
と
か
「
熊 く

ま

成
な
り
の

峰 み

ね

」
と
呼
ば
れ
、

現
在
の
名
前
の
「
天
狗
山
」
も
、
も
と
も
と
「
天
宮
山
」
と
書
か

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
狗
山
に
ま

つ
ら
れ
て
い
た
神
を
、
麓
に
迎
え
て
お
ま
つ
り
し
た
の
が
熊
野
大

社
で
あ
る
。 

と
あ
る
（

36
）

。
現
在
、
熊
野
山
は
天
狗
山
と
な
っ
て
い
る
。
熊
野
大
社

の
元
宮
で
あ
る
。 

長
海
の
北
に
は
山
伏
が
い
た
枕
木
山
が
あ
る
。
枕
木
町
に
は
熊
野
神

社
が
あ
る
。
南
に
は
本
庄
の
熊
野
三
所
権
現
が
あ
る
。
枕
木
山
は
『
大

山
寺
縁
起
』
に
あ
る
よ
う
に
鰐
淵
寺
と
並
び
称
さ
れ
る
山
で
あ
る
。
長

海
か
ら
さ
ら
に
北
上
す
る
と
諸
手
船
神
事
で
有
名
な
美
保
神
社
が
あ

る
。
諸
手
船
は
熊
野
由
来
の
櫂
伝
馬
の
よ
う
で
あ
る
（

37
）

。
長
海
は
大

変
賑
や
か
な
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
有
名
な
弁
慶
の
誕
生
伝
説
を
作

る
こ
と
で
知
名
度
を
上
げ
熊
野
・
鍛
冶
・
安
産
な
ど
信
仰
の
中
心
地
と

し
て
盛
り
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

長
海
と
熊
野
大
社
の
関
係
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
同
じ
く
枕
木

山
と
熊
野
、
枕
木
山
と
長
海
の
関
係
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 【
註
】 

（
１
）『
義
経
記
』（
梶
原
正
昭
校
注
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
二
』、

小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
刊
）。 

（
２
）
『
室
町
物
語
集
』
下
（
市
古
貞
次
他
校
注
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大

系
五
五
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
四
月
刊
）。 

（
３
）『
舞
の
本
』（
麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
校
注
、『
新
日
本
古
典
文
学
大

系
五
九
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
七
月
刊
）。 

（
４
）
紀
伊
の
熊
野
地
方
で
は
、
田
辺
の
熊
野
別
当
湛
増
子
孫
を
称
す
る

目
良
氏
・
那
智
大
社
実
報
院
社
家
の
米
良
氏
・
新
宮
の
鈴
木
氏
（
熊

野
三
党
）
と
産
屋
敷
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
弁
慶
の
子
孫
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
出
雲
で
は
弁
慶
の
子
孫
と
称
す
る
家
は
見
つ
か

っ
て
い
な
い
。 

（
５
）
黒
沢
長
尚
『
雲
陽
誌
』（『
大
日
本
地
誌
大
系
四
二
』
、
雄
山
閣
、
一

九
七
一
年
十
月
刊
）
。『
島
根
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
刊
）
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の
文
献
解
題
に
よ
る
と
、『
雲
陽
誌
』
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に

成
立
し
た
。
松
江
藩
主
松
平
家
三
代
綱
近
の
命
で
出
雲
国
中
の
調
査

が
始
ま
っ
た
。
綱
近
死
去
に
よ
り
一
時
中
断
し
た
。
五
代
藩
主
宣
維

が
黒
沢
長
尚
に
命
じ
て
編
纂
を
完
成
さ
せ
た
。 

（
６
）
五
来
重
編
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
一
八 

修
験
道
史
料
集
Ⅱ
西

日
本
編
』（
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
十
二
月
刊
）。 

（
７
）
（
註
６
）
に
同
じ
。 

（
８
）（
註
６
）
に
同
じ
。
枕
木
山
に
は
次
の
よ
う
な
天
狗
の
伝
説
も
あ
る
。

「
枕
木
山
縁
起
書
」
の
続
き
を
引
用
し
た
い
。 

故
以
東
福
寺
住
、
聖
一
圓
爾
高
弟
、
仏
智
禅
師
、
居
之
、
山
上

有
天
狗
、
登
楼
叩
鐘
、
人
有
焉
則
或
掴
而
走
虚
空
、
或
捉
而
掛

樹
梢
、
禅
師
愁
之
、
自
登
叩
鐘
、
天
狗
来
而
欲
掴
之
、
禅
師
取

払
子
払
之
、
故
寇
人
、
天
狗
曰
、
然
則
自
今
以
後
、
可
無
来
此

山
之
八
分
上
、
禅
師
於
是
解
縛
、
天
狗
遂
飛
去
隠
岐
国
、
此
山

居
人
夢
天
狗
曰
、
無
祭
我
則
可
為
寇
、
衆
畏
祭
之
、
至
今
毎
年

二
月
十
七
日
、
使
巫
祝
祭
彼
天
狗
、 

（
９
）
箭
内
健
次
編
纂
『
近
世
初
頭
九
州
紀
行
記
集
』（
九
州
大
学
文
学
部

九
州
文
化
史
研
究
所
内
九
州
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
九
月
刊
）
。 

（
10
）
黒
沢
石
斎
『
懐
橘
談
』（
国
書
刊
行
会
編
纂
『
続
々
群
書
類
従
第
九
』
、

一
九
六
九
年
十
一
月
刊
）。『
島
根
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）
の
文
献
解

題
に
よ
る
と
、
『
懐
橘
談
』
は
上
巻
が
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
、
下

巻
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
成
立
し
た
。
著
者
の
黒
沢
石
斎
は

松
江
藩
主
松
平
家
初
代
直
政
に
林
羅
山
の
推
挙
に
よ
っ
て
仕
え
た
。

初
入
国
す
る
時
、
出
雲
各
地
を
巡
り
見
聞
し
た
記
録
を
江
戸
に
住
む

母
に
贈
っ
た
も
の
。「
出
雲
国
風
土
記
」
の
形
式
に
倣
い
風
土
記
以
来

初
の
出
雲
国
地
誌
で
あ
る
。 

（
11
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
12
）（
註
１
）
と
同
じ
。 

弁
慶
の
身
体
が
黒
い
理
由
に
つ
い
て
、『
義
経
記
』
に
よ
る
と
、「
六

歳
と
申
し
け
る
時
、
疱
瘡(

も
が
さ)

と
言
ふ
も
の
を
し
て
、
い
と
ど

色
も
黒
く
、
髪
は
生
ま
れ
つ
き
の
ま
ま
に
て
あ
れ
ば
、
肩
よ
り
下
へ

は
生
ひ
ざ
り
け
り
」
と
あ
る
。
六
歳
の
時
、
疱
瘡
に
な
り
肌
の
色
が

黒
く
髪
は
生
ま
れ
つ
き
の
ま
ま
肩
か
ら
下
に
生
え
な
か
っ
た
と
い
う
。 

（
13
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
14
）
島
根
県
教
育
会
編
『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』（
歴
史
図
書
社
版
、
一

九
七
九
年
二
月
刊
）
簸
川
郡
、
四
四
～
四
八
頁
、
復
刊
の
辞
に
よ
る

と
、
島
根
県
教
育
会
が
大
正
七
年
か
ら
十
年
余
り
の
歳
月
を
費
や
し

て
昭
和
二
年
に
刊
行
し
た
も
の
、
と
あ
る
。
鰐
淵
寺
に
残
る
弁
慶
の
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遺
物
に
つ
い
て
、
『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』
（
四
八
頁
）
に
は
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。「
弁
慶
の
遺
物
と
し
て
鰐
淵
寺
に
残
つ
た
も
の
は
、
負

櫃
一
、
鋸
一
、
自
画
像
一
枚
あ
り
。
又
根
本
堂
の
後
方
に
は
弁
慶
水

が
あ
る
。
弁
慶
の
自
画
像
と
云
ふ
の
は
、
安
宅
関
に
勧
進
帳
を
読
む

図
で
あ
る
。
当
時
弁
慶
が
出
鱈
目
に
読
ん
だ
の
は
、
鰐
淵
寺
仁
王
門

建
立
の
時
の
勧
進
文
を
諳
ん
じ
て
居
り
て
、
之
を
早
速
の
機
智
に
応

用
し
た
の
で
あ
る
と
。
」 

 

（
15
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

魔
添
山
に
つ
い
て
、『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡
北
浦
魔
添
明
神
に
は
、

「
社
四
尺
四
方
南
向
、
祭
礼
十
月
十
八
日
な
り
、【
風
土
記
】
に
載
る

伊
奈
阿
気
社
な
る
へ
き
か
、
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
魔
那
枯
山
の
項
に
は

「
此
山
魔
添
明
神
の
社
の
後
に
あ
り
、
始
は
此
明
神
の
祠
山
頭
に
あ

り
し
に
、
海
上
を
通
船
を
と
か
め
給
へ
り
、
或
時
九
州
の
船
通
し
に

難
に
遇
て
此
神
に
祈
願
し
、
後
に
九
州
よ
り
船
に
土
を
積
来
今
の
宮

地
に
社
を
建
立
し
た
り
と
い
ひ
つ
た
ふ
西
塔
の
弁
慶
か
母
弁
吉
此
山

へ
毎
日
蕨
を
取
に
き
れ
た
り
、
」
と
あ
る
。
伊
奈
阿
気
社
に
つ
い
て
『
出

雲
国
風
土
記
』
嶋
根
の
郡
の
頭
注
に
は
「
美
保
関
町
北
浦
。
天

あ
め
の

御
中
主

み

な

か

ぬ

し

の
神
他
」
と
あ
る
。 

（
16
）
鰐
淵
寺
文
書
研
究
会
編
『
出
雲
鰐
淵
寺
文
書
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一

五
年
八
月
刊
）
。 

（
17
）
（
註
16
）
と
同
じ
。
「
左
衛
門
尉
佐
々
木
某
書
状
写
」
（
四
〇
頁
）

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

「
源
義
経

（
包

紙

押
紙

）

御
書 

弁
慶
手

跡

写 

一
」 

「
義
経
御

（

端

裏

書

）

書
ノ
写 

弁
慶
手

跡

也

、」 

「
九
十

（
押

紙
）

四
代 

花
園
院 

将
軍
守
邦
御
代
㊃
」 

当
寺
本
堂
幷
塔
婆
造
」
営
之
間
事
、
曩
祖
願
主
之
」
条
、
無
子

細
候
上
者
、
材
木
等
」
事
、
可
令
奉
加
候
、 

且
於
一
」
族
方
可
致
合
力
之
由
、
可
伝
」
申
候
也
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 
 

 
 

三
月
廿
七
日 

左
衛
門
少
尉

御判 

鰐
渕
寺
衆
徒
御
中 

 

（
18
）『
後
太
平
記
』
下
、
巻
第
四
〇
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
編
集
兼
発
行
、

一
九
二
八
年
七
月
刊
）
。
一
二
三
～
一
二
四
頁
。 

（
19
）（
註
14
）
と
同
じ
。「
鰐
山
と
弁
慶
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
昔
大
字
別
所
に
弁
慶
の
叔
父
が
居
て
、
鍛
冶
を
業
と
し
た
。（
元
か

ら
の
平
鍛
冶
で
無
く
、
或
る
事
情
の
為
め
世
を
忍
び
、
此
處
に
来
つ

た
も
の
と
か
云
ふ
）
弁
慶
は
或
時
、
叔
父
に
薙
刀
を
依
頼
し
た
。
叔

父
は
三
年
の
歳
月
を
費
し
、
剃
刀
の
廃
物
を
集
め
、
一
振
の
薙
刀
を

作
り
、
且
つ
一
個
の
鉄
丸
を
作
り
、
炉
辺
に
置
き
、
弁
慶
の
来
る
を
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見
て
試
み
に
之
を
切
ら
し
む
鉄
丸
は
忽
ち
両
断
せ
ら
れ
た
。
弁
慶
は

「
こ
ん
な
に
能
く
切
れ
る
薙
刀
を
誰
で
も
作
り
与
ふ
か
」
と
尋
ね
た
。

叔
父
は
「
商
売
な
れ
ば
注
文
さ
へ
あ
れ
ば
作
る
」
と
云
つ
た
。
弁
慶

は
自
分
よ
り
他
に
斯
か
る
よ
き
薙
刀
を
持
つ
人
の
あ
る
こ
と
を
惜
し

ん
だ
が
、
突
然
薙
刀
を
以
て
叔
父
を
両
断
し
た
。
そ
し
て
彼
れ
は
逃

れ
て
京
に
上
り
、
五
条
橋
で
、
牛
若
丸
に
追
従
し
た
と
。」
鰐
淵
寺
に

は
「
鰐
淵
鉱
山
」
が
あ
る
が
、
刀
鍛
冶
と
弁
慶
伝
説
の
関
係
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

（
20
）「
弁
慶
願
書
」
に
は
弁
慶
が
修
行
し
た
寺
に
つ
い
て
枕
木
山
、
長
永

寺
、
鰐
淵
寺
、
と
あ
る
。
長
永
寺
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
義
経
記
』

に
よ
る
と
、
弁
慶
が
修
行
し
た
山
の
一
つ
に
比
叡
山
が
あ
る
。
巻
第

三
「
弁
慶
生
ま
る
る
事
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
桜
本
に
て
学

問
す
る
程
に
、
精
も
月
日
に
従
ひ
て
人
に
勝
れ
て
、
学
問
も
世
に
越

え
て
器
量
あ
り
。
さ
れ
ば
衆
徒
も
、「
容
貌
は
い
か
に
も
悪
か
れ
、
学

問
こ
そ
大
切
な
れ
」
。
か
く
て
だ
に
学
問
に
心
入
る
な
ら
ば
、
山
王
大

師
の
御
宝
と
て
、
十
八
の
歳
ま
で
は
学
問
に
は
よ
か
り
け
り
。
力
も

強
く
骨
太
な
り
。
中
童
子
、
小
法
師
ば
ら
を
語
ら
ひ
て
、
人
も
行
は

ぬ
深
山
の
後
ろ
、
山
の
奥
な
ど
に
籠
り
居
て
、
腕
取
、
腕
押
、
相
撲

な
ど
を
ぞ
好
み
け
る
。
衆
徒
こ
の
事
を
聞
き
て
、「
我
が
身
こ
そ
徒
ら

者
に
な
ら
ば
な
れ
、
人
の
も
と
に
学
問
す
る
者
を
さ
へ
に
賺
し
出
だ

し
て
不
調
に
な
す
事
不
思
議
な
り
」
と
て
、
僧
正
の
も
と
に
訴
訟
の

絶
え
止
む
隙
も
な
し
。
か
く
て
訴
へ
け
る
も
の
を
ば
時
の
敵
の
様
に

思
ひ
て
、
そ
の
人
の
坊
へ
走
り
入
り
て
、
蔀
妻
戸
を
散
々
に
打
ち
破

り
け
れ
ど
も
、
悪
事
も
武
勇
も
鎮
む
べ
き
様
ぞ
な
き
。
そ
の
故
は
、

父
は
熊
野
の
別
当
な
り
。
養
父
は
山
の
井
殿
、
祖
父
は
二
位
大
納
言
、

師
の
御
坊
は
三
千
坊
の
学
頭
の
稚
児
に
て
あ
る
間
、
手
を
指
し
て
は

よ
き
事
あ
る
ま
じ
き
間
、
た
だ
打
ち
任
せ
て
ぞ
狂
は
せ
け
る
。
さ
れ

ば
相
手
は
替
は
れ
ど
も
、
鬼
若
は
替
は
ら
ず
、
諍
ひ
絶
え
止
む
時
も

な
し
。
拳
を
握
り
人
を
ゑ
め
け
れ
ば
、
人
道
を
も
直
に
行
き
会
は
ず
、

偶
々
会
ふ
者
も
、
道
を
避
け
な
ど
し
け
れ
ば
、
そ
の
時
は
相
違
な
く

通
し
て
、
後
に
会
ひ
た
る
時
取
つ
て
押
さ
へ
て
、「
さ
も
あ
れ
過
ぎ
候

ひ
し
頃
、
行
き
会
ひ
参
ら
せ
て
候
ふ
に
、
道
を
避
け
ら
れ
候
ひ
し
は
、

何
の
遺
恨
に
て
候
ひ
け
る
ぞ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
恐
ろ
し
き
に
、
膝

ふ
る
ひ
な
ど
す
る
も
の
を
ば
、
腕
捩
ぢ
損
じ
、
拳
を
も
て
こ
は
腕
押

し
損
じ
な
ど
す
る
間
、
僧
正
の
稚
児
な
り
と
も
、
山
の
大
事
に
て
あ

る
上
は
、
院
宣
を
申
し
て
山
上
を
追
ひ
出
し
申
せ
と
て
、
大
衆
三
百

人
、
院
の
御
所
へ
参
じ
て
訴
へ
申
し
け
れ
ば
、「
そ
れ
程
の
僻
事
の
者

を
ば
、
急
ぎ
追
ひ
出
だ
せ
」
と
言
ふ
院
宣
な
り
け
れ
ば
、
大
衆
喜
び
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て
山
上
に
帰
る
所
に
、
公
卿
僉
議
あ
り
て
古
き
日
記
を
見
給
へ
ば
、

「
六
十
一
年
に
山
上
に
か
か
る
不
思
議
の
者
出
で
来
つ
れ
ば
、
朝
家

の
御
祈
祷
に
な
る
こ
と
あ
り
。
院
宣
な
り
と
も
こ
れ
を
鎮
め
つ
れ
ば
、

一
日
が
内
に
天
下
無
双
の
御
願
五
十
四
所
滅
ぶ
べ
し
」
と
言
ふ
事
あ

り
。「
今
年
六
十
一
年
に
相
当
た
り
候
ふ
に
、
た
だ
捨
て
置
け
」
と
ぞ

仰
せ
下
さ
れ
け
る
。」 

ま
た
続
き
の
「
弁
慶
山
門
を
出
る
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
鬼

若
こ
れ
を
聞
き
て
、
頼
み
た
る
師
の
御
坊
に
も
か
様
に
思
は
れ
ん
に

は
、
山
上
に
あ
り
て
も
詮
な
し
。
目
に
も
見
え
ざ
ら
ん
方
へ
行
か
ん

と
思
ひ
立
ち
て
出
で
け
る
が
、
か
く
て
何
処
に
て
も
山
門
の
鬼
若
と

こ
そ
言
は
れ
ん
ず
れ
。
学
文
に
不
足
な
し
。
法
師
に
な
り
て
こ
そ
行

か
め
と
思
ひ
て
、
剃
刀
、
衣
取
り
添
へ
て
、
美
作
の
注
記
と
言
ふ
者

の
湯
殿
に
走
り
入
り
、
押
し
剃
り
に
し
た
り
け
る
が
、
水
に
影
を
写

し
て
見
け
れ
ば
、
首
は
を
か
し
く
ぞ
見
え
け
る
。
か
く
て
叶
は
じ
と

て
、
戒
名
を
ば
何
と
か
言
は
し
ま
し
と
思
ひ
け
る
が
、
昔
比
叡
の
山

に
悪
を
好
む
者
あ
り
け
る
が
、
西
塔
の
武
蔵
坊
と
ぞ
申
し
け
る
。
廿

一
に
て
悪
事
を
し
初
め
て
、
六
十
一
に
て
死
に
に
け
る
が
、
端
坐
合

掌
し
て
往
生
を
遂
げ
た
り
け
る
と
聞
け
ば
、
剛
に
な
る
事
も
こ
そ
あ

れ
。
我
も
西
塔
の
武
蔵
坊
と
言
ふ
べ
し
。
実
名
は
、
父
の
別
当
は
弁

せ
う
と
名
乗
ら
れ
し
ぞ
か
し
、
師
の
御
坊
は
く
わ
ん
慶
な
れ
ば
、
弁

せ
う
の
弁
を
と
り
、
く
わ
ん
慶
の
慶
を
取
り
て
、
弁
慶
と
ぞ
名
乗
り

け
る
。
昨
日
ま
で
は
鬼
若
、
今
日
は
い
つ
し
か
武
蔵
坊
弁
慶
と
ぞ
申

し
け
る
。」 

（
21
）
二
〇
一
六
年
七
月
十
六
日
調
査
。 

（
22
）
『
風
土
記
』（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
』
植
垣
節
也
校
注
訳
、

小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
月
刊
）。 

（
23
）
『
八
束
郡
誌
』
総
説
・
町
村
誌
編
（
奥
原
福
市
編
纂
、
臨
川
書
店
、

一
九
二
六
年
十
月
刊
）
。 

（
24
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
25
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
26
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
27
）（
註
21
）
と
同
じ
。 

（
28
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
29
）
長
海
で
弁
慶
伝
説
を
研
究
さ
れ
て
い
る
市
川
節
子
氏
の
御
教
示
に

よ
る
と
、
「
毎
年
七
月
一
日
に
は
「
弁
吉
女
霊
社
祭
」
（
起
源
不
明
）

が
行
わ
れ
る
。
弁
吉
の
祠
の
真
ん
中
に
は
三
方
に
乗
せ
ら
れ
た
御
神

酒
、
米
な
ど
が
供
え
ら
れ
る
。
祠
の
横
に
は
木
製
の
薙
刀
が
立
て
か

け
ら
れ
て
い
る
。
薙
刀
は
、
安
産
を
願
い
生
ま
れ
出
る
子
が
弁
慶
の
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よ
う
に
健
や
か
な
子
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
父
や
家

族
の
方
が
作
っ
て
供
え
る
。」
と
伺
っ
た
。 

（
30
）
『
神
道
大
系
神
社
編
三
十
六
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
国
』
（
財
団
法
人

神
道
大
系
編
纂
会
編
集
、
財
団
法
人
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
三

年
三
月
刊
）。 

出
雲
国
の
神
社
に
つ
い
て
神
名
帳
考
五
巻
冬
上
に
は
「
出
雲
国
一

百
八
十
七
座

大
二
座
小
百

八

十

五

座

」
と
あ
る
。
意
宇
郡
に
は
「
意
宇
郡
四
十
八
座

大
一

座
小

四
十

七
座

」「
熊
野
坐
神
社

名
神

大

」
と
あ
る
。 

（
31
）
嶋
根
郡
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
嶋
根
郡
十
四
座

並小

」「
長
見
神

社
○
長
海
村
、
○
長
見
川
、
風
、
」 

（
32
）『
雲
陽
誌
』
巻
之
一
島
根
郡
別
所
枕
木
の
項
に
「
熊
野
権
現
」
と
の

み
あ
る
。 

（
33
）『
新
修
島
根
県
史
』
史
料
編
（
一
）
古
代
・
中
世
（
島
根
県
編
、
臨

川
書
店
、
一
九
六
六
年
三
月
刊
）。 

類
聚
三
代
格
巻
第
七 

 
 

 
 

（
郡
司
事
） 

太
政
官
符 

 
 

 
 

応
任
出
雲
国
意
宇
郡
大
領
事 

右
被
大
納
言
従
三
位
神
王
宣
偁
、
奉
勅
、
昔
者
国
造
郡
領
職
員

有
別
、
各
守
其
任
不
敢
違
越
、
慶
雲
三
年
以
来
令
国
造
帯
郡
領
、

寄
言
神
事
動
廃
公
務
、
雖
則
有
闕
怠
而
不
加
刑
罰
、
乃
有
私
門

日
益
不
利
公
家
、
民
之
父
母
還
為
巨
蠧
、
自
今
以
後
、
宜
改
旧

例
国
造
郡
領
分
職
任
之
、 

 
 
 
 

延
暦
十
七
年
三
月
廿
九
日 

（
34
）
熊
野
別
当
湛
増
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
に
詳
細
が
あ
る
。
阪
本
敏

行
著
『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』（
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
八
月
刊
）。

湛
増
に
つ
い
て
阪
本
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
熊
野
別
当
湛

増
は
、
中
世
前
期
の
紀
伊
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
、
全
国
に
多

く
の
庄
園
や
所
領
を
持
つ
庄
園
領
主
と
し
て
の
熊
野
三
山
と
、
そ
の

現
地
統
括
者
お
よ
び
地
方
権
門
・
在
地
領
主
と
し
て
の
熊
野
別
当
家
、

さ
ら
に
は
武
力
と
し
て
の
熊
野
水
軍
の
名
を
全
国
的
に
広
め
た
人
物

で
あ
る
。
湛
増
個
人
の
所
領
・
所
職
と
し
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
上
総
国
畔
蒜
庄
地
頭
職
、
紀
伊
国
南
部
庄
下
司
職
、
駿
河

国
足
洗
庄
、
越
前
国
脇
本
庄
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
い
く

つ
か
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
」 

（
35
）（
註
５
）
と
同
じ
。 

（
36
）『
熊
野
大
社
』（
平
成
二
年
十
月
初
版
発
行
）
。
意
宇
郡
（
現
在
の
松

江
市
八
雲
町
熊
野
）
に
あ
る
熊
野
大
社
で
配
布
。 
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（
37
）
田
中
久
夫
「
熊
野
の
船
と
櫂
伝
馬
」
（『
田
中
久
夫
歴
史
民
俗
学
論

集
二 

海
の
豪
族
と
湊
と
』
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
刊
）。 
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５ ４ ３ ２ １ 
番
号 

松
江
市 

長
海
町 

松
江
市 

長
海
町 

松
江
市 

枕
木
山 

松
江
市 

枕
木
山 

松
江
市 

枕
木
山 

場
所 

長
見
神
社
正
面
の
右
手
に
あ
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
さ
れ
て
い
る
の
は
千
酌
へ
続
く
新
道
。
千
酌

へ
続
く
旧
道
は
立
石
の
背
後
。 

手
で
掘
っ
た
の
で
今
は
井
戸
の
跡
は
無
い
。 

 

長
見
神
社
と
弁
慶
森
入
り
口
の
な
か
ほ
ど
あ
た

り
の
畑
の
中
に
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
枕
木
山
第

一
、
第
二
展
望
台
の
中
間
あ
た
り
と
手
角
地
区
の

畑
に
も
存
在
し
て
い
る
。 

 

聞
き
取
り
（
二
〇
一
六
年
七
月
十
六
日
調
査
） 

生
ま
れ
た
時
、
弁
慶
は
母
の
胎
内
に
十
三
か
月
も
い
て
髪
は
す
で
に
肩
ま

で
伸
び
、
歯
も
生
え
揃
っ
て
い
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
体
は
と
て
も
大
き
く

力
持
ち
で
、
五
歳
の
と
き
に
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
大
石
を
、
軽
々
と
持

ち
運
ん
だ
。
そ
の
大
石
は
弁
慶
の
森
の
入
り
口
付
近
の
畑
の
な
か
に
、
今

で
も
置
い
て
あ
る
。 

【
水
神
】
土
人
の
屋
敷
の
中
に
あ
り
、
松
を
神
木
と
な
し
罔
象
女
命
を
ま

つ
る
、
祭
神
九
月
二
十
八
日
な
り
、
古
老
伝
云
此
水
神
を
弁
慶
森
と
い
へ

り
、
森
の
中
に
小
井
あ
り
、
今
に
い
た
り
て
水
た
ゆ
る
こ
と
な
し
、
西
塔

武
蔵
坊
弁
慶
産
た
り
し
時
是
水
を
産
手
洗
と
な
す
、
杵
田
明
神
は
弁
慶
か

産
神
の
社
な
る
故
に
弁
慶
か
願
書
な
り
と
て
今
に
社
内
に
籠
り
て
あ
り
、

其
詞
に
弁
慶
か
母
鉄
を
食
し
て
出
生
し
た
る
子
な
れ
は
、
尋
常
の
子
に
あ

ら
す
と
て
手
に
て
井
を
掘
て
う
ふ
湯
と
せ
り
、
其
井
に
鉄
を
入
る
事
な
か

れ
と
書
た
る
は
此
井
の
事
な
り
、
今
も
井
の
中
へ
鉄
の
道
具
を
入
れ
は
其

ま
ゝ
消
失
と
い
へ
り
、
此
水
に
て
瘧
落
な
ん
と
い
ひ
つ
た
ふ
傍
に
弁
慶
か

母
の
墓
あ
り
、 

枕
木
山
に
は
弁
慶
堂
と
名
が
付
い
て
い
る
大
岩
が
あ
る
と
い
う
。 

(

亀
島
か
ら)

再
び
長
海
の
家
に
帰
っ
た
弁
慶
だ
が
、
更
な
る
修
行
を
行
お

う
と
枕
木
山
華
蔵
寺
、
福
原
の
澄
水
寺
、
平
田
の
鰐
淵
寺
な
ど
を
渡
り
歩

い
た
。
枕
木
山
に
は
展
望
台
下
に
あ
る
滝
観
音
跡
に
、「
弁
慶
の
立
石
」

と
し
て
持
ち
運
ん
だ
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
石
が
の
こ
さ
れ
て
い

る
。 

【
枕
木
】
寺
僧
の
語
り
け
る
は
、
源
家
の
陪
臣
武
藏
坊
辧
慶
は
此
枕
木
の

里
に
て
生
ま
れ
當
山
の
兒
た
り
し
時
同
僚
の
兒
を
良
も
す
れ
ば
打
擲
し

侍
る
程
に
院
主
折
檻
の
爲
に
あ
の
島
へ
流
し
給
ふ
去
程
に
辧
慶
石
を
ひ

ろ
ひ
集
め
陸
へ
通
ふ
道
を
造
り
や
が
て
山
へ
歸
り
侍
る
程
に
今
に
至
て

辧
慶
島
と
申
な
ら
は
し
侍
る
永
見
と
云
里
に
辧
慶
が
母
の
墳
墓
も
今
に

存
せ
り
父
は
意
宇
郡
熊
野
山
の
人
也
天
照
太
神
生
ま
れ
給
ふ
時
の
産
水

も
此
山
に
あ
り
辧
慶
曙
毎
に
此
水
を
汲
け
れ
ば
辧
慶
水
と
も
申
な
ら
は

し
侍
る
水
を
守
護
せ
る
は
妙
見
菩
薩
也
人
恐
て
常
に
は
ま
い
り
侍
ら
ず 

出
典
の
内
容 

海
と
山
に
抱
か
れ
た
本
庄

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ 

『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡

長
海 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』 

海
と
山
に
抱
か
れ
た
本
庄

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ 

『
懐
橘
談
』
上
巻 

出
典 
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10 ９ ８ ７ ６ 

松

江

市

野

原
町
、
中
海

の
水
中 

松

江

市

野

原
町
、
弁
慶

島
の
岸
部 

松
江
市 

野
原
町 

松
江
市 

長
海
町 

松
江
市 

長
海
町 

弁
慶
が
枕
木
山
で
修
行
中
、
枕
木
山
か
ら
大
山
に

向
か
っ
て
投
げ
た
大
き
な
石
が
野
原
に
落
ち
た

と
伝
え
ら
れ
、
ぼ
た
も
ち
岩
と
よ
ば
れ
る
。
そ
の

大
石
は
、
今
も
野
原
地
区
の
岸
辺
に
あ
る
。 

(

弁
慶
島
・
亀
島
か
ら)

脱
出
す
る
時
、
岸
辺
に
は

え
て
い
た
茅
を
握
っ
て
「
エ
イ
ッ
」
と
陸
へ
と
び

移
っ
た
。
そ
の
握
っ
た
茅
が
ね
じ
れ
、
そ
の
後
も

ね
じ
れ
て
は
え
る
の
で
「
弁
慶
の
ね
じ
れ
茅
」
と

よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
は
「
弁
慶
の
握
り
茅
」

と
も
い
っ
て
、
茅
を
握
っ
た
と
き
手
を
切
っ
た
の

で
、
茅
の
切
り
口
は
弁
慶
の
血
で
染
ま
り
今
も
赤

い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

元
々
は
私
有
地
で
、
島
内
に
は
山
口
さ
ん
が
住
ん

で
い
た
。
現
在
も
大
阪
府
に
住
む
山
口
さ
ん
の
子

孫
の
方
が
所
有
す
る
。
私
有
地
で
上
陸
禁
止
で
あ

る
。
山
口
さ
ん
は
対
岸
か
ら
小
舟
で
島
に
渡
っ
て

い
た
が
船
ご
と
流
さ
れ
た
の
で
小
道
が
付
け
ら

れ
た
。
山
口
さ
ん
の
為
に
作
ら
れ
た
小
道
が
現
在

も
残
る
。
島
内
に
は
南
北
朝
時
代
の
宝
篋
印
塔
が

あ
る
。
島
を
横
か
ら
見
る
と
亀
に
み
え
る
こ
と
か

ら
元
々
は
亀
島
と
言
っ
た
。
弁
吉
の
供
養
塔
を
弁

慶
が
建
て
た
。 

 

元
々
は
古
墳
で
あ
っ
た(

弁
慶
森
古
墳)

。
弁
慶
の

大
石
付
近
に
急
な
石
段
の
入
り
口
が
あ
る
。 

  

【
弁
慶
島
】
陸
よ
り
五
十
間
は
か
り
沖
に
あ
り
、
古
老
伝
て
云
、
昔
武
蔵

坊
弁
慶
幼
児
あ
く
党
の
生
付
た
る
に
よ
り
、
此
島
へ
放
や
り
け
り
、
さ
れ

と
も
弁
慶
尋
常
の
童
に
あ
ら
さ
れ
は
、
袂
に
小
石
を
入
運
て
陸
へ
の
道
を

作
、
つ
ゐ
に
人
里
に
か
へ
り
ぬ
、
島
よ
り
陸
へ
の
小
石
の
道
筋
今
に
の
こ

り
て
あ
り
、
是
故
に
俚
民
弁
慶
島
と
い
ふ
な
り
、
此
島
に
弁
慶
二
親
の
た

め
に
建
た
る
石
塔
な
り
と
て
、
六
地
蔵
を
彫
付
た
り
、
陸
へ
の
道
廿
五
間

は
か
り
の
切
所
あ
り
、
是
を
飛
渡
た
り
と
い
ふ
、 

【
杵
田
大
明
神
】
瓊
々
杵
尊
を
祭
、
本
社
一
間
半
に
二
間
、
南
向
、
拝
殿

二
間
、
梁
四
間
、
祭
礼
九
月
十
九
日
七
座
の
神
事
あ
り
、
小
児
花
笠
を
着

て
笛
太
鼓
に
て
躍
規
式
な
り
、
古
老
伝
に
源
義
経
家
臣
西
塔
武
蔵
坊
弁
慶

が
産
神
な
り
、 

弁
慶
の
森
は
、
今
な
お
う
っ
そ
う
と
し
た
木
立
で
覆
わ
れ
、
今
に
も
弁
慶

が
現
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
入
り
口
か
ら
少
し
登
る
と

小
さ
な
広
場
が
あ
り
、
中
央
に
弁
吉
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。
弁
吉
は
紀
州

の
生
ま
れ
だ
が
、
縁
あ
っ
て
長
見
の
里
に
来
て
弁
慶
を
生
ん
だ
と
い
う
。

近
く
に
産
湯
の
井
戸
も
あ
る
。 

二
〇
一
六
年
七
月
聞
き
取

り 二
〇
一
六
年
七
月
聞
き
取

り 『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡

野
原 

『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡

長
海 

海
と
山
に
抱
か
れ
た
本
庄

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ 
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14 13 12 11 

松
江
市 

東
出
雲
町 

松

江

市

新

庄

町

大

谷

鍛

冶

床

、

『
雲
陽
誌
』

に

は

小

谷

と

あ

る

が

大

谷

が

正

し
い 

(

津

森

氏

の

御

教

示

に

よ

る) 

松
江
市
本

庄
町
熊
野

神
社
の
近

く 松
江
市 

本
庄
町 

 

元
々
、
津
森
氏
が
所
有
す
る
鍛
冶
床
古
墳
群
の
山

中
に
あ
っ
た
。
津
森
氏
は
代
々
庄
屋
で
地
元
の
名

士
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

中
海
干
拓
事
業
に
よ
り
現
在
地
、
鍛
冶
床
古
墳
群

の
麓
に
移
転
。
現
在
も
鍛
冶
床
古
墳
群
は
津
森
氏

所
有(

私
有
地)

で
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。
鍛
冶
床
古
墳
群
周
辺
に
刀
鍛
冶
が
多
く
い

た
。
鍛
冶
屋
は
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
野
鍛

冶
が
増
え
た
。
山
中
は
松
茸
山
で
あ
っ
た
。
石
碑

の
背
後
に
は
室
町
時
代
の
石(

五
輪
塔)

が
あ
る
。

移
転
に
伴
い
石(

五
輪
塔)

も
現
在
地
に
並
ぶ
。
墓

周
辺
の
地
名
を
鍛
冶
床
と
言
っ
た
。
金
く
そ
・
砂

鉄
は
く
ら
み
神
社
の
金
く
そ
遺
跡
か
ら
出
た
。
本

庄
町
に
は
鍛
冶
屋
小
路
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
新

庄
町
に
は
鍛
冶
屋
小
路
と
い
う
屋
号
が
あ
る
。
雲

陽
誌
に
は
小
谷
と
あ
る
が
、
津
森
氏
に
よ
る
と
大

谷
と
の
こ
と
。
鍛
冶
床
で
金
く
そ
は
で
な
い
。 

あ
る
日
弁
吉
は
、
弁
慶
が
歩
き
出
さ
な
い
よ
う
に

と
、
大
き
な
石
う
す
に
麻
な
わ
で
弁
慶
を
く
く
り

つ
け
て
畑
仕
事
に
出
か
け
た
。
す
る
と
、
し
ば
ら

く
し
て
子
ど
も
の
声
が
す
る
の
で
母
が
振
り
向

く
と
、
弁
慶
が
石
う
す
を
引
っ
ぱ
っ
て
き
つ
い
坂

道
を
に
こ
に
こ
と
や
っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。
母

は
も
う
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
、「
ま
ぁ
、
ま
ぁ
」

と
い
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
村
の
人
た
ち
は
、
そ

れ
か
ら
こ
の
坂
を
「
越
え
た
坂
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

清
山
家
の
地
内
に
、
弁
慶
岩
と
牛
若
岩
と
い
う
大
小
の
岩
が
あ
っ
た
。
弁

慶
と
牛
若
が
力
比
べ
を
し
て
野
呂
と
越
後
谷
と
の
間
を
投
げ
合
っ
た
と

伝
え
、
ど
ち
ら
の
大
岩
に
も
そ
の
手
の
跡
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。 

【
鍛
冶
床
】
小
谷
な
り
、
古
老
の
い
へ
る
は
西
塔
弁
慶
此
谷
に
て
定
恒
と

い
ふ
鍛
冶
に
太
刀
を
う
た
せ
り
、
三
年
三
月
に
う
ち
仕
舞
た
り
と
い
ふ
、

さ
も
あ
り
た
き
に
や
、
今
に
此
谷
に
か
な
く
す
あ
り
、 

 

【
立
岩
】
高
さ
十
三
間
ま
は
り
十
五
間
ほ
と
あ
り
、
里
老
の
い
へ
る
は
西

塔
弁
慶
か
立
石
な
り
と
い
ふ
、
此
石
の
所
よ
り
谷
の
尾
に
飛
石
な
り
と
い

ひ
て
四
あ
り
、
各
二
三
間
ほ
と
あ
り
石
の
間
十
五
間
は
か
り
、 

『
出
雲
町
誌
』 

『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡

新
庄 

二
〇
一
六
年
七
月
聞
き
取

り 『
雲
陽
誌
』
巻
一
島
根
郡

本
庄 
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17 16 15 

出
雲
市 

鰐
淵
寺 

出
雲
市 

鰐
淵
寺 

松
江
市 

大
根
島 

   

い
つ
の
こ
と
か
知
ら
ん
け
ど
、
わ
し
ら
が
聞
い
た
範
囲
で
は
ね
、
吊
鐘
、

あ
あ
、
大
き
さ
は
い
く
ら
あ
あ
か
い
ね
。
今
鰐
淵
寺
に
あ
あ
ぶ
ん
で
は
ね
、

伯
耆
の
大
山
寺
、
お
寺
が
が
あ
る
で
し
ょ
。
伯
耆
の
大
山
登
る
と
。
そ
こ

の
鰐
淵
寺
の
お
寺
の
、
銘
が
入
っ
て
る
わ
ね
。
名
前
が
。
大
山
寺
の
、
同

じ
天
台
宗
で
す
け
ん
ね
。
あ
そ
こ
は
、
で
、
大
山
寺
の
名
前
が
入
っ
て
る

そ
う
な
、
鰐
淵
寺
は
ね
。
か
ら
伯
耆
の
大
山
寺
に
あ
る
お
寺
は
あ
の
吊
鐘

は
、
そ
こ
の
鰐
淵
寺
の
名
前
が
入
っ
と
る
。
わ
し
も
そ
の
字
ま
で
は
知
り

ま
せ
ん
け
ど
ね
。
そ
れ
を
昔
の
人
は
、
弁
慶
が
ね
、
ま
、
弁
慶
て
て
言
わ

あ
ど
ん
な
人
が
こ
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
伝
説
が
あ
あ
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
の

弁
慶
が
、
一
晩
の
う
ち
に
ね
、
大
山
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
鰐
淵
寺
に
持
っ

て
来
て
へ
か
ら
鰐
淵
寺
の
も
の
を
あ
そ
こ
に
も
っ
て
行
き
た
と
い
う
。
そ

ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
な
い
。
今
考
え
る
と
ね
、
だ
け
ど
そ
の
位

の
豪
力
だ
っ
た
か
力
持
ち
だ
っ
た
か
ね
え
。
そ
れ
で
そ
の
一
晩
の
う
ち
に

か
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
、
か
た
手
に
ち
ょ
う
ち
ん
、
か
た
え
は
吊

鐘
で
、「
鐘
に
ち
ょ
う
ち
ん
つ
り
あ
わ
ぬ
。
」
て
て
言
お
っ
た
わ
け
た
。
結

婚
で
も
す
う
と
き
に
ね
、
あ
ま
り
親
方
と
貧
乏
人
と
は
ね
、
そ
ん
な
、
そ

れ
で
今
の
大
山
寺
の
銘
じ
ゃ
な
い
ら
し
い
。
あ
の
、
あ
っ
ど
こ
だ
、
倉
吉

か
、
あ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
と
こ
の
お
寺
の
銘
が
入
っ
ち
ょ
う
ふ
う

で
す
わ
。
鰐
淵
寺
の
鐘
が
ね
。(

話
者
明
治
四
十
年
生
ま
れ
吉
田
栄
吉
氏
、

明
治
三
十
九
年
生
ま
れ
吉
田
直
吉
氏
、
聞
き
手
赤
堀
氏
・
池
田
氏
・
森
山

氏
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
十
九
日
収
録
） 

弁
慶
は
八
雲
村
の
熊
野
権
現
の
別
当
弁
斎
の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
父
の
業

を
つ
ぐ
の
を
嫌
が
り
鰐
淵
寺
本
領
に
入
っ
た
と
い
う
。
本
領
の
坊
数
は
四

十
八
で
、
食
事
の
時
鐘
声
を
以
て
角
坊
に
報
す
と
、
弁
慶
は
こ
の
合
図
を

き
く
や
四
十
八
坊
を
ま
わ
っ
て
一
椀
ず
つ
汁
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
当
地

方
の
童
謡
の
「
弁
慶
皿
持
っ
て
来
い
汁
吸
は
し
ょ
」
は
こ
れ
か
ら
は
じ
ま

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
字
別
所
に
弁
慶
の
叔
父
で
鍛
冶
屋
を
営
む
人
が

い
て
、
弁
慶
は
薙
刀
を
注
文
し
た
。
叔
父
は
三
年
か
け
て
鉄
丸
も
両
断
で

き
る
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
弁
慶
は
叔
父
が
ほ
か
に
も
注
文
が
あ
れ
ば

同
じ
物
を
つ
く
る
と
い
っ
た
の
で
、
叔
父
を
殺
し
京
都
に
逃
げ
、
牛
若
丸

に
仕
え
た
と
い
う
。
鰐
淵
寺
に
は
、
負
櫃
一
、
鋸
一
、
自
画
像
と
根
本
堂

の
後
に
は
弁
慶
水
が
あ
る
。 

弁
慶
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
出
雲
四
十
二
浦
之
垢
離
取
歌
」
が
伝
わ
っ
て
い

る
。 

『
島
根
半
島
漁
村
民
話
集

Ⅰ
』(

島
根
大
学
教
育
学
部

国
語
研
究
室
、
島
根
大
学

昔
話
研
究
会
編
纂
発
行
、

一
九
八
一
年
六
月
刊) 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』 

「
山
陰
の
弁
慶
伝
説
」(

畠

中
弘
、
安
来
市
教
育
委
員

会
編
集
発
行
、
一
九
九
三

年
三
月
刊) 
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出
雲
市 

 
(

『
出
雲
国

風
土
記
』
頭

注

に

よ

る

と

出

雲

市

南

端

に

あ

っ

た

周

囲

三

十

五

里

余
の
湖
。
斐

伊

川

と

神

戸

川

が

注

ぎ

入

り

日

本

海

に

通

じ
て
い
た
。

神

西

湖

が

遺
跡
。
と
あ

る) 

出
雲
市 

大
社
町 

遙
堪 

出
雲
市 

鰐
淵
寺 

出
雲
市 

鰐
淵
寺 

    

【
神
門
の
湖
】
神
門
の
水
海
は
周
三
十
五
里
七
十
四
歩
裡
に
鰡
魚(

な
よ

し)

鎮
仁(

ち
に)

鮒(

ふ
な)

須
々
枳(

す
ず
き)

玄
礪(

か
き)

有
と
記
せ
り

今
神
在
の
湖
と
云
是
也
大
社
の
南
二
里
余
り
に
あ
り
毛
利
元
就
当
国
発

向
の
時
此
神
在
の
城
も
破
り
給
ふ
弁
慶
が
硯
今
は
里
の
通
路
の
橋
と
な

り
ぬ
弁
慶
は
古
今
の
勇
者
の
人
の
普
く
知
れ
る
事
也
ふ
と
お
も
ひ
出
で

綴
り
ぬ 

簸
川
郡
遙
堪
村
大
字
上
遙
堪
の
上
矢
尾
境
に
接
す
る
所
に
石
臼
と
云
ふ

所
が
あ
る
。
此
所
に
大
き
い
臼
状
の
石
が
二
個
あ
る
。
何
時
の
時
代
の
も

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
伝
へ
云
ふ
所
に
依
れ
ば
、
弁
慶
が
鰐
淵
寺
の
鐘
と

伯
耆
大
山
寺
の
鐘
と
取
替
へ
に
行
く
時
鰐
淵
寺
出
発
袂
に
入
れ
、
遙
堪
峠

を
越
え
、
石
臼(

地
名)

に
到
っ
た
時
、
同
所
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
、

此
石
は
七
八
十
貫
の
重
量
が
あ
つ
て
、
二
箇
重
ね
合
す
こ
と
は
容
易
に
出

来
ず
、
力
自
慢
の
荒
者
等
が
し
ば
し
ば
之
を
重
ね
合
せ
ん
と
す
る
も
誰
も

成
功
し
た
も
の
が
な
い
。(

小
川
校
長
報) 

(

山
中
鹿
之
助
は)

天
文
十
四
年
乙
巳
八
月
十
五
日
、
雲
州
鰐
淵
山
の
麓
、

武
蔵
坊
弁
慶
が
育
ち
た
る
屋
敷
に
生
れ
、
一
月
越
え
て
歩
み
、
二
月
過
ぎ

て
食
し
、
八
歳
に
し
て
敵
を
討
ち
し
か
ば
、
時
の
人
呼
ん
で
今
弁
慶
と
恐

れ
を
作(

な)

す
、 

【
鰐
淵
寺
】
本
堂
の
傍
に
井
あ
り
昔
西
塔
武
藏
坊
辧
慶
島
根
郡
摩
添
山
に

う
ま
れ
、
異
人
の
敎
を
受
て
稚
時
よ
り
此
山
へ
の
ほ
り
、
終
に
髪
を
剃
り

瑜
伽
の
密
水
に
結
し
井
な
り
と
て
辧
慶
水
と
も
手
習
水
共
い
へ
り
、
辧
慶

か
縁
に
や
源
義
經
よ
り
當
寺
の
衆
徒
中
へ
の
状
あ
り
、
辧
慶
か
自
筆
な

り
、
此
書
は
毛
利
輝
元
所
望
し
給
ひ
佐
世
石
見
守
か
取
次
し
た
り
し
状
あ

り
、
今
は
是
を
證
據
と
す
、 

『
懐
橘
談
』
下 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』

(

大
正
七
年
～
昭
和
二
年

に
収
集) 

『
後
太
平
記
』
下
巻
の
巻

第
四
〇
「
山
中
鹿
之
助
品

川
狼
助
勝
負
之
事
」 

『
雲
陽
誌
』
巻
九
楯
縫
郡

別
所 
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30 29 28 27 26 25 24 23 22 

安
来
市
西

松
井
出
雲

路
幸
神
社 

安
来
市
西

松
井
出
雲

路
幸
神
社 

安
来
市 

清
水
寺 

出
雲
市 

出
雲
市 

出
雲
市 

出
雲
市 

矢
尾
町 

出
雲
市 

高
岡
町 

出
雲
市 

小
境
町 

一
畑
寺 

         

弁
慶
長
じ
て
出
雲
路
幸
神
社
参
詣
の
時
足
踏
を
し
た
と
い
う
岩
が
あ
る
。

岩
は
社
前
の
庭
の
砂
中
に
一
角
を
表
し
て
い
る
。 

紀
州
熊
野
庄
司
の
娘
弁
吉
女
当
社
に
縁
結
び
を
祈
り
良
縁
を
得
て
一
子

武
蔵
坊
弁
慶
を
挙
げ
た
。
弁
慶
成
長
し
て
、
当
社
に
賽
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
又
境
内
に
弁
慶
腰
掛
岩
と
い
う
岩
石
が
あ
る
。 

弁
慶
は
あ
る
日
清
水
寺
へ
手
紙
を
届
け
に
行
っ
た
が
、
一
息
で
清
水
寺
の

坂
を
登
っ
た
の
で
「
一
息
坂
」
と
い
い
、
庭
の
桜
を
退
屈
ま
ぎ
れ
に
捩
じ

っ
た
の
で
「
弁
慶
の
ね
じ
り
桜
」
と
い
う
。 

弁
慶
石
と
い
っ
て
、
西
村
の
山
頂
か
ら
弁
慶
が
投
石
し
た
も
の
と
い
う
。

ゆ
え
に
こ
の
名
が
つ
い
て
い
る
。 

上
来
原
の
岩
樋
の
山
に
弁
慶
の
足
跡
と
い
う
の
が
あ
る
。
平
ら
な
岩
に
大

男
の
足
型
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
傍
に
小
さ
い
子
供
の
足
型
も
あ
っ
て
、

こ
れ
は
牛
若
丸
の
足
跡
だ
と
い
っ
て
い
た
。 

【
波
岩
】
樋
の
上
此
岩
あ
り
、
傍
に
牛
若
石
弁
慶
石
と
て
巨
岩
あ
り
、
来

歴
分
明
な
ら
ず
、 

【
来
成
天
皇
】
来
成
天
皇
本
社
の
頭
を
は
な
た
か
と
い
ふ
。
高
山
な
り
、

本
社
へ
の
ほ
る
坂
路
を
か
う
と
ゝ
い
ふ
。
是
則
神
門
と
書
な
り
、
傍
に
巨

岩
あ
り
信
太
森
と
号
す
、
里
民
弁
慶
岩
と
も
い
ひ
つ
た
ふ
由
来
い
ま
だ
詳

ず
。 

【
多
福
寺
】
護
摩
堂
一
宇
鎮
守
稲
荷
社
あ
り
、
傍
に
一
石
あ
り
高
さ
六
尺

ば
か
り
、
土
俗
伝
云
武
蔵
坊
弁
慶
此
石
を
携
来
て
茲
に
置
と
、 

【
弁
慶
か
立
石
】
仁
王
門
の
下
に
あ
り
、
西
塔
弁
慶
幼
稚
の
時
当
山
へ
参

籠
し
て
此
石
を
立
置
た
り
と
い
ふ
、
碁
盤
の
こ
と
く
な
り
土
よ
り
上
へ
出

た
る
こ
と
一
間
四
方
ほ
と
あ
り
、 

『
島
根
県
能
義
郡
飯
梨
村

誌
』 

『
飯
梨
郷
土
史
』(

飯
梨
郷

土
史
編
纂
委
員
会
編
纂
、

飯
梨
公
民
館
発
行
、
一
九

九
四
年
九
月
刊) 

「
山
陰
の
弁
慶
伝
説
」(

畠

中
弘
、
安
来
市
教
育
委
員

会
編
集
発
行
、
一
九
九
三

年
三
月
刊) 

『
名
勝
史
蹟
及
天
然
記
念

物
』 

『
出
雲
隠
岐
の
伝
説
』 

『
雲
陽
誌
』
巻
之
十
神
門

郡
石
塚 

『
雲
陽
誌
』
巻
十
神
門
郡

矢
尾 

『
雲
陽
誌
』
巻
十
神
門
郡

高
岡 

『
雲
陽
誌
』
巻
九
楯
縫
郡

小
境 



71 

 

 

                 

 

37 36 35 34 33 32 31 

仁
多
郡 

湯
村 

江
津
市 

江
津
市 

邑
智
郡 

桜
江
町 

大
田
市 

大
原
郡 

大
東
町 

安

来

市

西

松

井

出

雲

路
幸
神
社 

       

【
硯
水
】
萬
歳
山
に
凹
た
る
岩
あ
り
、
里
俗
此
水
を
武
藏
坊
弁
慶
か
硯
水

と
い
ふ
、
旱
魃
の
時
岩
を
洗
水
を
か
へ
雩
す
れ
は
雨
か
な
ら
す
降
と
な
ら

ん
、 

武
蔵
坊
弁
慶
が
力
試
し
に
投
げ
た
と
い
う
巨
岩
が
砥
谷
城
跡
の
山
続
き

の
松
の
木
の
根
元
に
あ
り
、
投
石
の
際
に
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
指
跡
が
黒

く
四
分
く
ら
い
の
深
さ
に
つ
い
て
い
る
。 

弁
慶
が
修
行
中
波
積
を
通
り
か
か
り
、
中
井
手
の
そ
ば
の
大
岩
を
持
ち
上

げ
、
山
頂
め
が
け
て
投
げ
上
げ
た
。
そ
の
時
、
あ
ま
り
力
を
入
れ
た
の
で
、

大
岩
に
は
指
の
跡
が
く
っ
き
り
と
つ
い
た
と
い
う
。
弁
慶
力
試
し
の
岩

は
、
波
積
本
郷
中
城
氏
宅
の
裏
山
山
頂
に
あ
る
。 

千
丈
渓
の
一
の
滝
附
近
に
弁
慶
が
手
を
つ
っ
こ
ん
だ
と
い
う
弁
慶
の
穴

が
あ
る
。
右
手
に
は
弁
慶
の
足
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。 

江
谷
川
の
支
流
に
木
履
滝
と
い
っ
て
三
十
尺
の
滝
が
あ
る
。
そ
の
附
近
の

岩
の
一
面
に
木
履
の
歯
の
跡
に
似
た
印
刻
が
あ
る
。
弁
慶
の
木
履
の
跡
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

牛
若
丸
、
弁
慶
石
が
あ
る
。
古
老
の
伝
え
に
よ
る
と
、
元
暦
の
頃
源
義
経

と
弁
慶
が
競
技
を
し
た
が
、
弁
慶
の
技
は
義
経
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
と

い
う
。
弁
慶
は
怒
り
の
余
り
鉄
槌
を
も
っ
て
岩
を
打
ち
、
今
も
そ
の
痕
が

残
っ
て
い
る
。
村
人
が
弁
慶
岩
を
切
っ
て
使
っ
た
ら
ば
怪
異
が
あ
っ
た
た

め
、
恐
れ
て
そ
の
岩
に
八
寸
余
の
地
蔵
尊
を
刻
ん
で
祭
っ
た
（
マ
マ
）
ら

止
ん
だ
と
い
う
。 

出
雲
跡
幸
神
社
境
内
に
弁
慶
足
踏
石
が
あ
る
。
弁
慶
が
御
礼
参
り
に
来
た

時
残
し
て
置
い
た
と
伝
え
て
い
る
。 

『
雲
陽
誌
』
巻
之
五
仁
多

郡
湯
村 

『
は
づ
み
誌
』 

『
波
積
の
さ
と
』 

『
桜
江
町
誌
』 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』 

『
島
根
県
口
碑
伝
説
集
』 


